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近世 初期 の 文藝と いふ ことで あるが、 近世と い ふ 言葉に ついて、 私 は相當 の 內容を 持たせた いと m 心って 店る から、 

まづ この 言葉から、 話して 行きたい と 思 ふ。 

^世と いふ 言葉 は、 普通に は 江戸時代と いふ ことにな つて 居る やうで ある。 中等 學 校の 敎科書 など を 見ても さやう 

になって 吾る ものが 多い。 そして 江戶 時代 はまた、 或は 關ケ原 役から、 或は 家 康の任 征夷 大將 軍から、 或は 大坂夏 役 

豐臣 秀賴の 滅亡から とい ふ 風に、 凡そ 三 通りに なって 居る やうで ある。 從 つて 近世の 初り もまた この 三 通りになる の 

が 普通の やうで ある。 併しながら これら は 要するに、 政權 が豐臣 氏から 德川 氏へ 推移した とい ふ 事實を 基礎と した も 

ので あり、 第一 の 關ケ原 役で 區 分す るの は、 實權 が德川 氏に 歸 した 事實 により、 第二の 任 征夷 大將軍 は 名分の 上から 

出で、 第三の 秀賴 滅亡に よりて 區 分す るの は、 豐臣 氏の 滅亡と いふ こと \、 元 和偃武 とい ふ事實 とから 出て 居る やう 

に 思 はれる ので ある。 そして 近世 を. 江戸時代と するとい ふ區分 法 は、 恐く は それ 以前 は 戰亂打 接いて 居た けれども、 

この 時代に 入って、 平和の 世界 を 現出し、 文 蓮 一時に 開けて、 泰平 を 謳歌した とい ふ 意味、 ^ち 戰亂と 平和と いふ や 

うな 意味から、 區^? して 居る ので はない かと 思 はれる ので ある。 さう して さう いふ 意味から いふと 秀賴弑 亡 一 兀和愜 
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4  . 武と いふ^ 實が、 近世と いふ もの を區^ する 上に 於いて、 最も 徹底した 區分 法の やうに も考 へられる ので ある。 從っ 

て かう いふ 意味から， 江戸時代 を區^ すると すれば、 江戶 時代 もまた 元 和偃武 からと いふ ことに _ni:^ する のが、 至極、 

尤な 方法の やうに も考 へられる ので ある。 

併しながら これら は 要するに 戰亂と 平和と か、 或は 政權 の豐臣 氏から 德川 氏への 推移と かいふ、 便宜 的な 考へ 方の 

上に 出來 たもので あって、 社會 組織の 變化 とか 文化の 變遷 とかい ふやうな 人文 發 達の 上から 見たところの 151： 分で はな 

いので ある。 そして 若しも 近世と いふ ものが、 社會 組織の 變革 とか、 文化 發展の 過程と かいふ もの 、上から、 中世 や、 

現代と 明に 區^ し 得られる とすれば、 この 近世と いふ 言葉 もまた、 社會 組織の 變革 や、 文化 發展 過程の 上から 151： 分せ 

られ るの が、 一番よ い 方法で はない かと 私 は 思 ふので ある。 この 意味から いって、 私 は 近世と いふ 言葉 は、 大體に 於 

いて 信 長. 秀吉の 活動 時代、 卽ち 安土桃山時代から、 明治維新 王政復古まで を、 その 內容 とする ことが、 尤も 適當で 

はな いかと 思って 居る の. である。 

抑、、 大 化の 改新 以後の わが 國の 政治 は、 諸 國に國 司 郡 司が あって、 司法 警察 軍事 行政 牧稅等 一切の 權利を 委任 せら 

れて、 地方の 統治に 與 つて 居た ので あるが、 平安時代の 末に 至って は、 國 土の 大半 は不 輸の莊 園と なり、 國 司の 管轄 

すると ころ は、 全 國の百 分の 一 に 過ぎす とい はれる 程の 狀 態であった。 かくの 如き 狀態 その ま \ に 於いて、 賴 朝の 新 

政府が その 政治 を圓 滑に 運轉す ると いふ こと は、 到底 不可能と いはなければ ならない。 そこで この 新 政府すな はち 幕 

府が、 その 存立の 基礎 を 確立 せんがた めに は、 幕府 自らの 所領 を確實 にす る は 勿論、 その 軍隊 を 維持す るた めに は、 

租稅 を全國 から 徵牧 しなくて はならない。 然も 幕府の 領 知に は 限りが あり、 その他の 大半 は不 輸の莊 園であった。 こ 
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こに 於いて 幕府 は、 諸國に 守護 を 置きて 軍事警察の ことに 從 はしめ、 また 國衙領 たると 莊園 たると を 問 はす、 これに 

課稅 せんとして 地 頭 を 補 して 土地 を 管理し 租税の 牧納を 掌ら しめた。 これより 國司領 家 は、 これが ために その 權カを 

奪 はれ、 政權は 朝廷 を 離れて、 自ら 武家の 手に 歸す るに 至った ので ある。 

然るに この 守護 地頭 も、 時代の 經 過に 從 つて、 漸く 設置 當 初の 性質から 離れ、 莊 園の 制度 もこれ に 伴って 自ら 破壊 

せられ、 わが 國の社 會組錄 政治 組織 は大 なる 變動を 見る に 至った ので ある。 元 來莊園 は 私有 不輸の 地であって、 國司 

の綺 ひなく、 その 領有 權は 本家と いひ 或は 領 家と 稱 する もの 、手に あつたが、 この 本家 や 領家は 多く 京都 在住の 權 I： 

勢家で あつたが 爲 めに、 莊圜に は 別に 下司と か 公文と かいふ 庄宫 があって、 その 下地 を 進 止して 居た ので あるが、 守 

護 地頭 設置 以後 は、 莊園は 更に 複雜 なる 狀 態に 赴き、 領 家職、 地頭 職 その他の 諸 職、 卽ち 各種の 得分が その上に 設定 

せられ、 領家、 地頭 以下 各、、 莊 園よりの 得分 を 分割 牧納 して 居た ので ある。 然るに 地頭 は 武威に 募って 亂暴を 働き、 

文永弘 安の 役 ハ傻、 請 所の 制度 を獎勵 してより、 下地の 管理 は 殆ど 地頭の 手に 移り、 窒町 時代に 入って は、 この 形勢 は 

戰 亂に乘 じて 愈、、 甚 しく、 諸 職 を 集めて 地頭の 手に 掌握せ しむる に 至った ので ある。 併しながら、 地頭 もまた その 勢 

力 守護よりも 弱少な りした め、 その 多く はまた 守護の 兼& すると ころと なり、 守護 は 幕府の 地頭 御家人 をば 自己の 被 

管 給 人の 如く 召使 ひ、 軍事警察の 權は 固より、 租稅徵 集の 權ま でも その 手に 牧め、 一地 方 をば 完全に 領有す る こと、 

なり。 莊 園の 制度 はこ 、に 全く 破壞 せらる.^ に 至った ので ある。 

この 一 地方の 完全なる 領有 者が 卽ち、 安土桃山時代 以後の 大名であって、 信 長、 秀吉 は、 かくの 如くして 自然に 發 

達して 來た 大名 をば、 その ま、 これ を 採用して 制度と し、 聽 かざる もの はこれ を 討ち、 降る ものに は その 所領 を 安堵 
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6 せしめ、 功 ある ものに は 地を與 へ、 然も これらに 對 して は、 自己の 存立 を 脅かされざる 程度に 於いて、 從來 あるが ま、 

に、 兵馬の 權 と共に、 行政 收稅 の權 をも與 へたので あって、 こ、 に 守護 地頭の 制度 は莊 園の 制度と 共に 完全に 破壞せ 

られ、 新に 大名 制度と 共に 朱印 制度と も 知行 制度と も 呼ばれる ものが 成立した ので ある C そして 江 戶 幕府 を 開 い た德 

川家康 もまた、 この 制度 を その ま、 踏襲した ので ある。 

かくの 如き 社會 組織の 變遷、 こ、 に は 大要 を 記した に 止る が、 この 外 種々 なる 點に 於いて、 この 信 長、 秀吉の 活動 

時代 は、 政治 上の 新制 度、 社會 上の 新 組織の 出現 を 見た のであって、 近世 初頭 を 安土桃山時代から 1?!； 分 するとい ふこ 

と は、 政 權が德 川 氏に 移動した とか、 或は 戰亂の 時代が 平和の 時代に なった とかい ふやうな 事柄で 區 分す るよりも、 

遙に 有意義で あると 思 ふので ある。 

近世 を 安土桃山時代から 始める とい ふ 區分法 は、 更に 各種の 文化 事象に ついていって みても、 また 甚だ 合理的で あ 

ると 思 はれる ので ある C 例へば 兵 農 分離 もこの 時代に 行 はれ、 度量衡の 統一 もこの 時代に 行 はれ、 行政 區劃稱 呼の 改 

正、 統一 もまた この 時代に 行 はれた ハ であり、 擧問 美術 等 各方 面に 於いて、 舊 きものが 破壤 せられ、 新しき ものが 建 

設 せられた のであって、 安土桃山時代 は、 實に 近世 日本の 黎明期と もい ふべき 時代で あつたので ある。 

されば 今 こ 、に 近世 初期の 文 藝を述 ぶる に當 つても、 近世 初期と いふ ものが、 わが 國社會 變遷の 上に 如何なる 意義 

を 持ち、 また 文化 發展 の 上に 如何なる 意味 を 持 つかと いふ こと を、 まづ 心 に 留め て 解釋 せられん ， J と を 請 ふ もので あ 

る。 これ 敢て 近世の 意味に ついて、 餘辯を 費した 所以で ある。 


二 

室町 時代から 江戶 時代の 中期、 所謂 國文學 復興に 至る までの 時代 は、 わが 國文學 史上に 於け る 暗黒時代と 普通に い 

は， <L て 居り、 また その やうに 一 般に 信ぜられて 居る 如く 見受ける ので ある。 併しながら 仔細に これ を觀 察する 時 は 

必 すし もさ やうに 簡單に 型 付けて しま ふこと は 出来ない やうに も 思 はれる ので ある。 卽ち この 普通に 暗黑 時代と いは 

れて 居る 時代 こそ は、 古典 研究が 漸く 分科 的に 起り 来りつ、 あった 時代で あり、 特に 近世 初期と 稱 すべき 安土 桃 山 時 

代から 江戸時代の 初期へ 掛けて は、 舉 問の 科學 的な 取扱 ひ 方が 起った 時代であって、 元祿 以後の 所謂 文 舉與降 時代 を 

出現せ しむる に 至った 甚だ 意味 深き 時代で あつたので ある。 而 して 更に また 近世 文學の 特色で ある 平民 文擧 は、 實に 

窒町 時代より その 曙光 を兒、 近世 初期に 於いて、 繪畫に 於け る 平民 美術と も稱 すべき 浮世 緒と 共に、 その 花 を 開き 初 

めた のであって、 この 點 また 頗る 興味深き ものが あるので ある。 

さて 近世 初期の 文藝 であるが、 近世の 文藝は 所謂 平お 文學 である 連歌、 俳諧、 小說、 戯曲 及び 演劇の 發 達と いふ 方 

面に 於いて 著しき 特色 を 有し、 また この 方面に 於いて、 その 價値を 多分に 持って 居る ものであるが、 近世 初期に 於レ 

て は、 その 勃興 は 見 得られる が、 遺憾ながら 未だ 十分の 發達を 見す、 その 藝術的 水準 はな ほ 甚だ 低い のであって、 こ 

の 時代に は 戰亂の 餘波を 受けた 戰記 物語 や、 實 際に 使用 せられた 書簡文に 於いて 護に その 特色 を见 得る に過ぎないの 

である。 

近世 初期の 文藝 
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ミ 

まづ 順序と して 貴族 文學 から 述べる ことにして、 漢文 漢詩の ことにつ いて 一 言す る。 この 方面に は策彥 良と か： .5- 

化玄與 とか 西 笑 承 兌と かいふ 人々 が 有名で あるが、 要するに、 五山 叢林の 末流であって、 さ 程 注意すべき もので はな 

いやう に 思 はれる ので ある。 就中 玄 興の 信 長の ために 撰した とい ふ 安土 山 記に しても、 承 兌の 秀吉 のために 記した と 

いふ 學問所 記に しても、 われら は その 藝術 的價値 を、 當時 有名であった 程に は 受取り 得ない ので ある。 それから また 

藤 原 惺离ゃ 林道 舂 など，^ いふ 近世 擧 問の 始祖が #f 出して、 漢詩 を賦 し、 漢文 を 作って は 居る けれども、 これら の 人々 

の 領域 は 實に學 問 そ の ものに あって、 決して 文藝 と稱す ベ き 方面 にあった のでない ので ある。 例へば 惺离の 如き は、 

朱 子學を 唱道して、 儒佛 一致の 思想に 棑擎を 加へ、 以て 儒 學の獨 立 を！！ り、 道 春の 如き またよ くその 主旨 を 傅へ て、 

儒學の 勃興と 國 體の閬 明と に 力 を 用 ひ、 舉 問の 科學的 取扱 ひ 方に 新世界 を 展開した 程で あつたが、 その 作品 を 藝術的 

方面から 論す る 時 は、 その 價値 を從來 通り に評價 するとい ふこと は 困難で あると 思 はれる ので あり、 また 從來 の 詩文 

と 別個の 色彩 著しき ものと も考 へられぬ ので ある。 

因に 舉 問の 話が 出た から、 序に 一 言して 置きたい こと は、 最近 惶窩の 日記の 斷 簡が發 見され たこと である。 この 闩 

記 斷簡は 凡 三枚 半、 慶長 元年 六月 二十 七日より 起って、 同 年 八月 七日で 切れて 居り、 刖に 鬼界ケ 島に 於け る 作詩、 乍 

歌の 草稿 斷簡が 一 枚附屬 して 居る。 この 日記 は 此の 如く 紙數 にしても 僅少で ある、 時日に しても 一 ヶ月 餘の ものに 咼ー 
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ぎない けれども、 その 內容 は、 實に惺 萬の 薩摩 行に 關 する もので、 わが 國朱 子羅 興隆の 上に 非常に 喧しい 問題と なつ 

て 居る 事柄と 密接なる 關係を 有する ものであって、 その 點 頗る 與味 深い 材料で ある。 そして この 日記に よ.；^： H、 醒窝 

は 桂庵の 新 註 を 得ん として 入薩 した もので はなく、 實に渡 明 せんと 欲し、 その 手段と して、 常時 海外 貿易の 巨魁で あ 

つた. #津 氏の 援助と 便宜と を 得ん として、 薩 摩に 赴き、 ついで 鬼 I ケ岛に 漂 著した ものであって、 懂？ g の舉問 { 系 ォ、 

延いては、 わが 國 近世に 於け る 朱 子學の 源流 を 明に する 上に 於いて、 頗る 重なる 材料と いはなければ ならない ので 

ある。 なほこの 事の 詳細に ついては、 雑誌 國史擧 第三 號の 拙稿 を參照 せら るれば 幸甚である。 

四 

ついで は 和歌で あるが、 この頃に は 幽齋玄 旨 細 川 藤 孝が、 一代の 巨匠と して、 上下の 尊敬 を 一身に 集めて 居た ので 

あるが、 和歌 そのものに ついては 殆ど 取り立て 、 いふべき 程の 値 はない といって よから うと 思 ふ。 た しながら 

この頃に 於いて 古今 傳授 とい ふ歌學 上の なくても がな の 儀典が 完成せられ たこと を 注意して 置く に 止めたい と W 心 ふ。 

そしてな ほ 和歌の 墮落 はつひに 狂歌の 勃興 を 來し、 古今 夷 曲 集 及び 後 撰 夷 曲 集 等の 撰 集 を 見、 幽齋を 頭 梁と して、 大 

村 由 己、 僧澤 庵宗彭 まで これが 作者と なって 居り、 この 外 英甫永 雄の 百 首、 石 田 未 得の 吾吟 集、 少しく 降って は 半 井 

ト 養の ト養狂 歌集な どの 撰が あると い ふ 有様 であった。 

今 左に 歷史事 實に關 係 ある 狂歌 兩三を 擧げて その 一 端 を 示す ことにする。 

近世 初期の 文藝 
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かねの めいかん ちゃうら うの 諸行 そやむ せう となりて 大坂 めつ ほう 

茶う す 山：； わけになる あっか ひ は 京 極との、 袋ち やとき く 

共に 大坂陣 の 時の もので、 雄 長老 百 首の 中から 拔 いたので ある。 前者 は 文英淸 韓の歸 銘間 題が 端 絡と なって、 秀頓の 

滅亡と なった こと、 後者 は 冬の 陣の 時、 京極忠 高の 母 (淀 殿の 妹) が、 大坂 城と 家康の 本營茶 51 山との 問 を^ 復 して、 

媾和の 斡旋 をした こと を 詠 じた もの である。 

この 外、 雄 長老 百 首の 中には、  ， 

撿地 以後 物 を もく はで 田 をつ くる 苗代 餓鬼と 人 や 見る らん 

K はたに は 家 はっくら じ 度々 の撿 地の 衆の 宿にから る 、 

などい ふ、 撿 地に 對 する 百姓の 苦痛 を 詠んだ ものな ども 兌え て 居る C 因に 雄 長老 は、 諱は永 雄、 字 英甫、 小 溪と號 し、 

若 狭の 名 族 武田信 重の 子で、 京都 建 仁 寺の 文溪永 忠に從 つて 法を嗣 ぎ、 天 正 十四 年 建 仁 寺 住持と なり、 文祿 三年 南禪 

寺に また 住持と なり、 慶長七 年 寂した。 

この 狂歌 は、 實に庶 民の 間に も 理解し 得られた ので、 當時 一般 21<  衆の 間に も 非常の 流行 を兒、 何 か 事件が あると、 

落首と いって、 これ を 諷した ものが 非常に 多く、 特に 戰爭の 時な ど は、 敵 味方 競って この 落首 を やったら しく、 贈答 

の 狂歌と もい ふべき ものが あり、 それが 今に 少 からす 淺 つて 居る ので ある 。そして それら は 作者の 分明 を缺 くもの が 

多い ので あるが、 中には 秀吉が 作った とい ふこと が 分って 居る もの さへ あるので ある C 卽ち 有名な 毛 利 氏の 屬狨備 中 

高 松 水攻の 時に、 秀吉 は、  . 


小 早 川  >  (毛 利.^  -  -  r  . 

兩川 がーつ になり て 流 るれば もりた かまつ は 藻屑に ぞ なる 

とい ふ 一首 を さへ 作って 居る とい ふ 有様で、 狂歌の 流行 は當 時の 一 特色と いふべ く、 この 時代の 和歌に は、 高踏的な 

もの、 本格的な もの は 殆ど 見られない けれども、 平易 簡明であって、 平民 化と いってよ ろしい か、 とにかく 著しく 大 

衆 化した ことが 認められ るので ある C 

五 

かくて この 和歌の 平民 化 を 最もよ く 代表して 居る もの は 連歌の 流行で あり、 俳諧の 勃興で ある。 

連歌 は 普通に は、 日本 武 尊が 東夷 征伐の 御歸途 甲斐の 酒折宮 で、 火燒の 翁と 問答 せられた 歌 を 以て、 その 起源と し 

て 居る。 けれども この 說に對 して は、 これ は單に 所謂 片 歌の 問答であって、 片歌 問答なら ば、 これより 前 大久米 命と 

伊須 氣餘 理姬 との 間に、 旣 にかくの 如き 問答 歌が あると いって 反對 する 擧 者が、 近来 出て 来た。 ^しながら、 かくの 

如き は、 たまく か、 る 問答 歌が 今に 殘 つて 居る から、 どちらが 早い とか 遲ぃ とか il; 題になる ので あるが、 また 片歌 

問答 は 連歌の 胚芽で は あるが、 連歌で はない とか、 或は a; 正の 連歌 は 萬 葉集卷 八に 見える ある 尼と.： ¥ 持との S 和から 

であると か、 いろ と 論ぜられる けれども、 要するに 連歌 は それが 流行す るに 至って 初めて、 意味 を 持って 來 るの 

であって、 この 意味から い へ ば大體 平安時代 中頃 以後から といって よろしい ので ある。 

n かくて 連歌 は 鎌倉時代に 入って、 漸く 進歩し、 百 韻、 五十 韻、 三十 韻な どが 行 はれ、 內容の 雅俗に よって、 神 本と 
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2 いひ 栗 本と いふ 區 別まで 行 はれる 様になり、 また 堂上、 地下の 間に も 自ら その 風 を 異にし、 更に 規 式まで も 定められ 

ると いふ やうな ことにな つたが、 南北朝に 入 つ て 流行 著しく つ ひ に宽 波 集 一 一 十卷が 撰せられ る に 至った の みならす、 

所謂 應安 新式 目の 制定 を 見る とい ふこと になり、 更に 窒町 時代 中期に なって は、 卽ち 新撰 宽^ 波 集が 成り、 明應 本式 

目が 出来 上り、 こ、 に 速 歌 は その 流行の 極點に 達した のであって、 宗祇が 肖 柏、 宗長 と共に 詠 じた 水 無 瀨三吟 百 韻 は、 

蓋し その 代表的 作品で あらう。 

近世 初期に 於け る 連歌 は、 室町 末期の それ を引續 いだ ものであって 藝術 的に 一一 目って 前期の それと 特に 相違した 色彩 

が あると いふ 譯で はない けれども、 公家、 武家、 商人 等 所有 階級の 間に 普く 行 はれて 居り、 そして それが 歷 史的な 事 

實と 結び付いて 居る ことに 於いて、 多少の 興味がない ではない。 例へば 永祿 十一 年 九月、 信 長が 義昭を 奉じて 上洛し 

た 時、 紹巴は その 東 幅 寺の 本營に 出頭して、 末 廣ー對 を 上った。 で 信 長 は、 

にほん 手に入る け ふの 喜び 

と 口吟んだ。 そこで 紹巴は 取り あへ す、 

舞 ひつる、 千代よ ろづ 世の 扇に て  - 

と附 けたが、 この 後天 正十年 五月、 本能 寺の 變を 前にして、 愛宕山で 明昝 光秀が、 

とき は 今 あめが 下しる 五月 かな 

と 發句を 作った 時、 西坊 はこれ に續 いて、 

水上 まさる 末の 松 山 
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と 脇 句 を 付け、 そして 第三 句は紹 巴が、 

花お つる 池の 流 をせ きとめて 

と賦 した。 

この 光秀 等の 連歌 は、 特に 著名で あるが、 天 正 十三 年 十月 秀吉が 少將に 任ぜられた 時、 公家 衆 を饗應 した 席上、 秀 

吉が 

冬 なれ どの どけき 空の けしき 哉  I 

と發 句を呤 じた 時、 これに 對 して 紹巴は 

さか へ ん 花の 春 を まつ 比 

と 脇 句 を 付けた ので、 秀 吉は大 にこれ を 喜んで、 卽 座に 百 石の 知行 を紹 巴に 與へ たのであった C そして この 速 歌 は あ 

まり 知られて 居ない ので あるが、 實 は秀吉 が 少將に 任ぜられ たとい ふこと は、 普通に は！ K 正 十ハゃ 十月と いふ ことにな 

つて 居り、 秀 吉事 記 ゃ太閣 記に さう して 居る ばかりで はなく、 綸旨ゃ 口宣 案まで も 十 年の 日付の ものが 殘 つて ゐ るの 

で、 何人も 疑 を 挿む ものが 從來 なかった ので あるが、 吉田兼 見の 日記 天 正 十三^ 十月 日の 條に、 この 述歌を 載せて- 

秀吉の 任 少將の 時の こと」 記して あるの みならす、 山 科 言經の 日記に も 同年 同月 同日の 條 に秀吉 の少將 任官の ことが 

見えて 居る のであって、 この 連歌 は、 山 崎 役の 戰功 によって、 天 正 十 年 十月に 秀吉が 少將に 任ぜられ たとい ふ、 可な 

り 重大なる 歷 史上の 記載 を 訂正し 得べき 重要なる 材料と なって 居る ので ある G 

右 は-膝 史上 最も 有名で あり、 また 最も 重耍 である もの  一二 を擧 げたに 止る ので あるが、 これに 關 係して 居る 里村紹 
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4 巴 こそ は、 實に 近世 初期に 於け る 連歌 界の 頭目であって、 一 世の 譽望を 負 ひ、 中興の祖と 稱 せられる x-擘 である： 紹 

巴 は 本姓 松 村 氏、 奈良興 福 寺 一 乘院の 被 管 松 井 昌祐の 男で、 明 王 院に喝 貪と なった が、 若く して 述 歌に 志し、 後 里 村 

！ ：3 休に 舉ん. で 一家 を 成し、 里 村 を 冒した。 早く 三 好長慶 と兩吟 をした ことがあり、 信 長、 秀吉ハ 二 代に して、 そハ 

信任 を 得、 關白秀 次に も 親近した が、 文， t 四年秀 次の 事が あった 時、 その 事に 座して 大津に 放 たれ， 三 井寺に 蟄居し 

た。 門人 松 永 貞德が これ を 訪ねた 時、 

志 賀の浦 やよ せきて 水る さ^ 浪も 春に はやが てた ちぞか へ らむ 

と 詠 じた。 これ は 和歌で は あるが、 和歌と しても この 一首 は、 この 時代に 於け る 秀逸で ある。 かくて 翌年 春赦 されて 

京都に 歸 つたが、 この 後の 生活 は 頗る 落莫たる ものが あり、 慶長七 年 七十 九歲を 以て 歿した。 

紹 巴の 作 は 今 口に 殘 つて 居る もの だけで も、 その 數甚 多く、 殆ど 枚 擧に遑 なき 有様で ある。 で こ、 に は 今、 彼の 作 

中の 傑作と 稱 せられる 發句 を、 一 二 紹介して 置きたい と 思 ふ。 

根 さへ かれて 春に 若葉の 菊 もな し  .紹 巴 

あだなる 露に 胡蝶ぬ る 庭  昌  叱. 

これ は紹 巴の 師 にして、 また 昌 叱の 父なる 昌 休の 七 囘 忌に 當り、 追善の 百 韻 を 興行した 時の 作で ある。 そして この 發 

句 は、 伊勢 物語の 「う ゑし う ゑ は 秋な きとき や 人お、 かざらむ 花 こそ 散らぬ 根 こそ 枯れめ や」 の 歌 意を轉 用した もので、 

一世の 逸 妙と いはれ たもので ある。 - 

をのつ から 塵な き 苔の しげり 哉  招  巴 


夏山ち かみ 雨 はる」 庭  乘  珍 

郭公 ゆ ふべ の 月に 聲 まちて  覺  祐 

この 連歌 は、 福 井久 藏氏 は慶長 七年歿 前の 作と して 居られる けれども、 多聞院 日記に よれば、 天 正 二十 年 六十 九 歳の 

時の 作で、 彼が 故鄕奈 良に 赴き、 故 奮に 永別の 意 を 以て、 詞友乘 珍の 家で 百 韻の 與行 をした 時の もの、 英俊 は、 「第三 

一段々々 殊勝々々、 發句ハ 三 體詩於 林 亭之題 一一 テ、 靑苔日 厚 自無塵 ト云心 一一 テ、 乘珍 山居ノ 故如此 云々」 ト 批評 を 加 

へて 居る。 

因に 連歌 は、 これより：： 十く 山 崎 宗鑑、 荒木 m 守武等 出で」、 一派 を 立て、 つ ひに 俳諧 興隆の 基 を 問いた ので あるが』 

紹 巴に は 宗鑑 ゃ守武 等程淸 新の 氣は 乏しい けれども、 純正 連歌と しての 重み も あり、 品位 も ある こと を 注意して 置き 

たいと 思 ふ。 而し てこの 後に 至って は、 純正 連歌に は、 紹 巴の 門弟であって、 その 養子と なった 昌 叱が あり、 また 紹 

巴の 實子 玄仍が あり、 南北 兩里村 家 を 立て、 共に. y 戶 幕府に 仕へ、 また 當時 連歌 界の 中心 勢力と して、 相當の 活動 を 

した けれども、 文學 史上 さした る 功績が あつたと いふ 譯 ではない。 

なほ 紹 巴の 門弟 心 前 は 相當の 英才であった らしい が、 紹 巴よりも 平く、 天 正 十七 年に 歿した.^ 心 前の 辭 の 和歌が 

あるから、 それ を 紹介して 置く。  ， 

數 ふれば あまたの 人に おくれ こし わが 身の 消 をな にお も はまし 

因に この 辭 世に ついては、 轺 巴の 和歌と 發句 とが あるから、 ついでに これ も 掲げて 置く。 

は  なき 跡に 數 へられん と 思 ふ 身 を 世に 殘 しつ、 消ぬ るが うき 

近 K 初期の-文 藝 
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うき 人 はさ かさまに ゆく 年 もな し 

, この 後に 至って は 連歌 は 渐く衰 へ、 これに 代って 俳諧の 流行 を 見、 紹 巴の 門弟 松 永貞德 出で、 この 方の 宗 となり、 

つ ひに 元祿 期に 於け る 正風 體の 勃興 を 見る に 至った のであって、 近世 文藝の 最も 特色 ある 俳諧 は、 この 近世 初期に 於 

いて は、 未だ 純正 文學 として 至高の 水準に 到達す る こと は 出来なかった けれども、 連歌の 發句 は、 俳諧の 發句 同様、 

この 初期に 於いても、 最も 貴ばれた ものであって、 正風 體 興隆の 前期 をな す ものと して、 少なから ざる 興味 を覺 える 

ので ある。 

六 

狂歌と 連歌と について 述べた から、 これらと 關 係の 深い この頃の 紀行に ついて 少しく 述べ てみ よう。 

近世 初期に 於け る 紀行と して は、 何とい つても 幽齋の 九州 御 動 座 記、 東 國陣道 記、 紹 巴の 富士見 記、 林道 春の 丙 辰 

紀行 等 がその 代表的 作物 である。 

九州 御 動 座 記 は 秀吉の 九州 征伐に 從 つた 幽齋の 手記であって、 天 正 十五 年 三月 朔日大 坂出發 より 始まり、 同年 七月 

十日 岡 山に 凱旋せ るまでの ものであるが、 これ は 普通の 紀行と 全く 類を異 にし、 軍事 及び 政治に 關 する 事務的 記事で 

あって、 秀吉 行軍の 日程 宿泊 地 里數を 簡單に 明記し、 四月に 入りて より 所々 に 於け る 攻城 野戰 等の 軍事行動 を、 これ 

また 簡明に 記述し、 七月 十 in の條の 終りに、 日向 表に 向 ひたる 秀吉 の弟秀 長の 行動に 關 する 大耍を 述べ、 ついで 秀吉 


及び 秀長 部下の 交 名、 人數を 記し、 更に 九州 諸 大名の 獻 上品の E 錄、 亿州國 分けの. f?. 第、 戰 後の 處 分にまで &んだ も 

のであって、 從來の 紀行 と は 全く その 行方 を 異にした もので、 或は 紀行 とい ふ 概念 の 中には 入り かねる もので あるか 

も 知れない " されば こ れを 文藝上 の 作品と して 取扱 ふこと に は、 反對 する 人々 が 甚だ 多いで あらう と 思 ふので あるけ 

れ ども、 汫 しながら、 それが 事務的な 記述で あっても、 その 方法が、 リフ ァ インされ て 居る とい ふこと になれば、 藝 

術と しての 見地から こ れを見 る こ とも 全然 不可能 では あるまい。 本 ii は こ の 意味 に 於いて、 他に あまり 類例 を 見な い 

作物であって、 その 簡明なる 記述 は、 事件の 大耍を 把握せ しむる 上に 於いて、 效果 甚だ 多く、 作者の 明晰なる 頭腦に 

對 して、 尊敬 を拂 はしむ るに 十分な ものが あり、 戰陣に 於け る 文學の 一様 式と して、 この 時代に かくの 如き 作品の 生 

れ 出で たこと は、 頗る 意味 深き 事 實と思 はれる ので ある。 

東國陣 道の 記 は 同じ 作者の 筆で ある けれども、 前の 九州 御 動 座 記と は、 全く その 類 を 異にし、 從 来の 形式、 就屮 窒 

町屮期 以来の 和歌 入りの 紀行の 型 を 踏襲した もので あり、 た^ 和歌 を 狂歌に 入れ 替 へたと いふに 過ぎない ものである。 

されば その 特色 は 文中の 狂歌 乃至 發句 にある のであって、 これに 伴ふ諧 ；^、 卽ち 作者の 事物に 對 する 餘裕と いふ 點に 

多少の 興趣 を覺ぇ るに 過ぎない。 卽ち この 紀行 は 秀吉の 天 正 十八 年の 小 田 原 征伐 從 軍記で は あるが、 戰 場に 於け る 勇 

士 の奮鬪 だと か、 敗者の 悲哀 だと かいふ もの は、 殆ど 表 はれて 居ない ので ある。 從っ てこれ を戰 爭文舉 として 取扱 ふ 

こと は 不可能で あり、 また 藝術的 作品と しても 何等 高踏的な ところが 見られす、 戰爭 をば 平常 茶飯事と して 居る 戰國 

の 有識 高級 武士の 生活の . 一 面 を 窺 はしめ る點に 於いて、 やはり この 時代の 作品で あると 思 はしめ る だけで ある。 

九州 御 動 座 記、 東國陣 道の 記の こと を 述べた からべ 二 つ、 從 軍記で はない が、 是齋 とい ふ 人の 筑紫 紀行 を 紹介して 
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置きたい と 思 ふ。 これ は 石 田 三 成が 慶長 三年 秀吉の 命 を 受けて、 筑 前に 下り、 小 早川秀 秋の 舊領 を處 分した 時、 これ 

に 畫家海 北 友 松と 共に 隨 行した 是齋 とい ふ 人の 作であって、 この 人の 傳記は 管 見の 致す ところ、 全く 分らぬ けれども- 

內容は 五月 二十 九日 京都 を 出發し 七月 十五 旦 2^ 都に 歸 るまでの 紀行であって、 奥に 「慶三 七月 十五 曰是齋 (花押)」 と 

記されて 居る。 所々 に發 句の 揷入 されて 居る ところな どから 推す と、 是齋は 連歌師で でもあった らう か。 

明ね， < ^ば をの./ \ いそき たちて 博 多へ もい ととくつ き 給 ふ、 此 わたりに 名所と もお ほかり、 しかの 嶋先 まの あた 

りに よべり、 おの 中道 はる^, \- と 一筋 浪を 分た る 白洲 也、 山 まてつ、 くと よめる もしる くそみ えたる、 海の 中道 

よりしかの 嶋へ わたる 所 こそ、 しかす かの 後 なれ、 香 椎宫も 遠から す、 箱 崎の 社 は異國 降伏の ため、 西 を まもれ 

ると 聞傳 へし も 偽なら す、 思 ひよりし ま、 に、 

他國 もした かひに けり か k る 世 を 待てと や 神の ちか ひ あら はす 

(石 田) 

博 多の 松原に つ、 きたる 所 也、 ある 時 三成此 松原に 遊 給 ふ、 いと 凉 しかりければ、 

松原 はこぬ 秋風の やとり 哉 

文體 とい ひ、 結構と いひ、 何等 取り立て、 いふ 程の こと はなく、 洒落 過ぎて 居る ところな ど 却って 鼻に つく けれど 

も、 未だ 世に 知られて 居らぬ 紀行で あるから、 一端 を 紹介して 置く。 

さて 紹 巴の 富士見 記で あるが、 これ は永祿 十年紹 巴が 心 前 を 伴って、 富士山 を 見物に 行った 時の 紀行で ある。 富嶽 

の 麗容に 接し、 天の 橋 立 を わたり、 玉津 島に 詣 でんと いふ 三つの 願望の 一 っを果 した 時の 紀行 だけあって、 文章 も 洗 

凍され て 居る し、 內 容も豐 富であって、 當 時に 於け る 第一流の 作品で あるが、 別に 新機軸 を 出して 居る とい ふ 點も見 


9 

1 


えす、 それに 紹巴 Q こと は 前に も 記した し、 連歌 を 主と した 紀行で あるから、 こ、 に は 省略に 從 つて 置きたい と 思 ふ。 

次に は 道 春の 丙 辰 紀行で ある C これ は 元 和 一 一 丙 辰の年、 道 春が 江戶 から 京都へ 上った 時の 紀行で あると いふ ことに 

なって 居る： それで 丙 辰 紀行と いふ 名が 出來 たの だと 思 ふけれ ども、 仔細に 內 容を撿 すると、 これ は 紀行で はなく、 

, 江 戸から 京都に 至る までの 道中に ある 名所 を 紹介し、 その 名所に ついて 詠 じた 漢詩 を、 紹介 記事の 次に 一 々全部 置い 

たもので あって、 實 はこの 漢詩が 主體 であり、 —— この 事 は 和歌 や 連歌 を 挿入して ある 從來の 紀行文 も、 實は その 和 

歌 や 連歌が 主體 である こと は、 この 丙 辰 紀行と 同樣 であるが、 11 紹介 記事 は詞 書に 過ぎない ので ある C 卽ち この 書 

は、 鎌 倉と か、 大磯 とか、 箱 根と か、 走 湯 山と か、 三 島と かいふ 風に、 名所の 題名 を 記し、 次に 紹介 文が あり、 最後 

に 漢詩が あるので あって、 その 紀行な り や 否に ついては、 全く 疑 を 挾む に 十分で あり、 た^ 全體の 結構が、 東より 西 

へ 道程の 順序に、 名所が 並べて あるので、 紀行の 如く 見 ゆると いふに 過ぎない ものである C されば、 奥 書に 「元 和 二 

年 十一月 日羅浮 子」 と ある けれども、 これ は、 この 奥 書の 年に 編纂せられ たもので あって、 この 時の 旅行の 記事で 

あると は考 へられな いので あ る" それに この 年 六月 道 春の 弟 永 喜 は， 江戶 から 京都へ 赴いて 居る けれども、 道 春の 京 

都に 赴いた こと は 何等 所見がない のであって、 この 丙 辰 紀行 を 以て 紀行に あらす とする 私の 考へ は、 恐らく は 妥當で 

あらう と 思 はれる ので あり、 もし これが 紀行であった ならば、 この 書 は 紀行に 一新紀元 を 開いた ものと いふべき であ 

る C 

なほ 紀行に ついては 今一 つ 紹介した いものが ある。 それ は玄與 日記で ある。 これ は 文 綠 五 年 七月 近衛 信輔 (信 尹) 

が薩 摩の 鹿兒 島から、 勅勘 を赦 されて 歸洛 した 時に、 信 輔に隨 伴した 黑 齋玄與 とい ふ 人の 筆になる もので、 道屮 のこ 
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^ と 及び、 歸洛の 後 玄與が 畿內ハ 名勝に 遊び、 貴紳 文人 等に 接して、 翌慶- お 二 年 三月 歸國 する まで ハ 日記で ある。 ^ち 

名 は 日記で あり、 實も 日記で あるが、 紀行と いふ 方が 適當 で、 旅行記と しても 與味 深く、 史料と しても 賁重 であるが、 

この 作者 玄與 について は、 從來 全く 分明 を缺 いて 居た ので ある。 然るに 凝 近學友 桑田 忠親 君の 研究が 行 はれて、 それ 

が 明瞭と なった ので ある。 それに よれば、 玄與は 阿蘇の 大宮司の 一 挨 阿蘇 惟賢で ある。 彼 は 九州 陣の 翌年 天 正 十. パ年 

島津 氏の 下に 赴いて これに 賴り、 間もなく 剃髮 して 黑齋玄 與と稱 した 人で ある C 因に 島津 氏の 記錄、 舊記 雜錄の 中に 

は澤 山の 九州に 於け る 武士 達の 日記が 牧 めら れて 居る けれども、 それらに 比較す る と 、 本 HI は 文章 其 他 の點に 於いて 

も 最も 優れた もので、 田舍 武士の 紀行と しても 最も 注意すべき 作品で ある。 

七 

次に 物語に ついて 述べたい と 思 ふ = 物語 はすな はち 話で あるが、 それが 文字で 記されて 居る もの、 ち 物語 書が、 

普通に 物語と いはれ て 居る ので ある。 されば 古事記 を 初めと して、 榮花 物語、 大鏡、 水鏡、 增鏡 以下の 歷史事 實を記 

した もの や、 竹 取 物語、 源氏物語 以下の 小說等 もまた その 中に 含まれる ので ある けれども、 一； 儿來 語り物で あると いふ 

ことに 注意 を 要する ので ある。 卽ち 古事記の 如き、 その 內容は 語られて 來 たもので ある けれども、 それが 文字で 記さ 

れ てし まふと、 もはや 語り物で なく、 讀物 となって しまったと いふ ことで ある。 この 意味に 於いて、 今日 普通に 物語 

とい は. d る もの は 實は讀 み 物であって、 .1^? り 物と して 淺 つて 居る もの は 甚だ 少 いとい ふこと になる ので ある。 そして 
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この 事 實は讀 書 力の 普及に 從 つて、 物語 は 製作 その 當 時に 於いて、 語り物で はなく、 讀物 として 製作せられ る やうに j 

なった のであって、 近世に 入って 来れば 来る 程 この 傾向 は 著しく、 西 鶴の 小說 にしても、 馬 琴の 小說 にしても、 これ 一 

らは 何れも、 語り物で はなく、 讀 物であった こと 論な きと ころで ある C 

併しながら 近世 初期に 於いて は、 文運の 興隆 未だ 著しから す、 假 作の 小話で ある 所謂 小 說の類 は 殆ど 語り物で あつ， 

たらしく、 歴史的 事實を 取扱った 所謂 歴史 物語に しても、 また 戰記 とい はれる 種類の ものにしても、 多く は 語り物で， 

あったらし いのであって、 この こと は大に 注意すべき 事柄で あると 思 ふ。  ， 

八  k 

そこで ま づ小說 の 類から 話 をして 行きたい と 思 ふ C 小說 とい ふの は假 作の 小話であって、 その 始めにあって は、 決 一 

して 今日の 作品 の 如く 大規模な も ので はなく、 また 文藝 としての 水準の 高い ものではなかった ので ある-」 近世 初期に 一 

於いても また、 この 原始 狀態 を脫 して 居た ので はなく、 語って 人々 に 聞かせる 小話で あるが、 それ をた 文字に 綴つ 一 

て讀 ませた とい ふに 過ぎない ものである.^ そして この 小話 は 所謂 草紙と し て 製作せ られ たもので ある」 W しながら 製 一 

作者 は旣 にこの 頃に は讀み 物と して 製作した らしく、 それが 談話の 材料に なった としても、 一 定の 語り 方の 下に 語ら 一 

れた語 物と しての 小說 製作 は、 甚だ 少 かった ので はない かと 想像せられ るので ある。 換言すれば 淨 瑠璃で あると か、 ， 

說敎 であると かいふ もの は 甚だ 少 かった ので ある C  一 

近世 初期の 文 塞  ， 一 
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さも あれ 語り物が、 一 定の 曲節に よって 語られる とい ふこと は、 自由 談話の 形式の 下に 語られる より 後で あるに 相 

違ない。 であるから、 この頃の 小說が 一定の 語り 方に よって 語られて 居なかった としても、 それが 請 物と して 製作せ 

られ たにしても、 自由 談話の 形式に よって、 語られて 居た こと は事實 であった と 見て よろしい ので ある。 それ はこの 

小說 本た る 草紙 を 一 般 にお 伽 草紙と いふ ことから しても 十分に 想像し 得られる ことで ある。 

お 伽 草紙と いふ こと は、 今 曰の 概念から いへ ば、 婦女 幼 兒の讀 物と して 述作 せられた 小話と いふ ことになる けれど 

も、 本来 はお 伽に 使用した 草紙、 乃至お 伽の 用に 供せられ る 小話 を 記した 草紙と いふ 意味で あらう。 この 事に ついて 

は、 學友 桑田 忠親 君が 雜誌 國史學 に大耍 左の 如く 述べ て 居る。 

伽と いふの は 人が 集って 通夜 をす る 意味 の 語で、 戰國 時代 に は 伽と いふ ものが 必要であった。 それ は 陣中 夜警 の 場 

合の 伽が さう であって、 將士が 夜警 をして 起きて 居る に は、 咄 をし 合って 睡眠から 免れる 外なかった。 故に 伽の 場合 

に は 咄が附 きもので ある。 そして 部下が 主 將の夜 明し の 御 相手をする 場合に は、 敬稱 して これ を 御伽と いひ、 その 際 

の雜談 を御咄 といった。 そして この 御伽 をす るに は專門 家が 出来て、 終に は 陣中 夜警の 際に 限らす、 矢 鱒に 夜^に 花 

をへ あかせる 様になった。 この 夜咄の 席に 於いて は、 最も 體驗の 深い 者、 及び 話術に 巧みな 者が、 専門家と して 一種の 

職名 を與 へられた。 そして これ を 御伽 衆、 若しくは 御咄 衆と 稱 した。 このお 咄衆 は、 毛 利 氏、 武田 氏、 北條 氏、 織 ffl 

氏 等に あり、 豐臣 氏、 德川氏 もまた これ を傳 承した。 か、 る 次第で、 お 伽 草紙と いふの は、 お 伽 衆が 主君の 御伽に 用 

ひた 草紙から その 名稱が 生じた ので は あるまい かとい ふので ある。 

大體に 於いて 首肯し 得られる 說 であると 思 ふ。 併しながら、 た^ 私 は、 このお 伽 草紙と いふ こと を、 お 伽 衆が 主君 
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の 御伽に 使用した 草紙と いふ 風に 狭義に 解釋 せす、 お 伽と いふ 言葉 はか、 る 意味の 言葉に は 相違ない が、 何時の 間に 

か轉じ て 、 夜咄と いふ ことにな り、 夜咄 などに 出る 話の 材料 を 書き記した 草紙と い ふ 風に 廣く 解釋し て もよ いので は 

ないかと 思って 居る ので ある。  . 

それ は ともかく として、 窒町 時代 以来の 小說が 夜話な どの 材材 として 使用せられ たとい ふこと は、 正しい 解釋 であ 

る " そし て 所謂お 伽 草紙 の 小說が この 近世 初期 に 於いても、 數 多く 製作せ られ たで あらう こと は 十分に 想像し 得られ 

ると ころで ある。 元来お 伽 草紙 は 製作 年代 の 分明な もの は少 いので あるが、 安土桃山時代から 江戶 時代 の 初期 へ 掛け 

ての 製作 品と 思 はるれ もの は、 相當に 多數に 上る のであって、 確實 なる もの、 特色 ある 者 二三に ついて、 少しく 述べ 

てみたい と 思 ふ C 

まづ第 一 に擧 ぐべき は監 物の 草子で ある。 この 監 物の 草子 は慶長 十一 一年 月 尾 張 清洲の 城主 松 平忠吉 (家 康の四 男) 

が 卒した 時、 忠吉 から 改易に 處 せられて、 浪人して 居た 小 笠原監 物と いふ 男が、 奥州 松 島で その 訃を 聞き、 、江 戶に歸 

つて 父に 別れ を 吿げ、 芝增上 寺の 住持 觀智國 師源譽 存應の 下に 至って 教化 をう け、 忠吉の 葬禮の n、 その 靈 前で、 

うき 世 をば つ 、といでつ -身の はて はもとの みやこ へ かへ る うれし さ 

と い ふ辭 世の 和歌 を 詠 じて 殉死す る。 すると また この 監 物が 愛して 居た 童に 佐々 喜內と い ふ ものが あり、 こ の 者が ま 

た監物 のために 追 腹 を 切る と いふ 物語であって、 その 內容は 事實を 可な り 忠實に 取扱って 居る とい ふ點に 於いて、 從 

來の 他の 草紙と 全く 相違して 居り、 そ の 取扱って 居る 事件 は 1^ 死と いふ、 その 頃の 時代色 を 最もよ く 代表して 居る 事 

柄で ある ことに 注意 を 要す るので あって、 この 點 頗る 興味深き 事實と い ふ ベ く、 武家 の 御伽に 用 ひ る 御咄と しても 頗 
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る 恰好な ものである G 

第二に 擧 ぐべき は 二人 比丘尼で ある。 これ は 下野の 住人 須田 彌兵衞 とい ふ ものが、 二十 五 歲で戰 死し、 その 妻が 十 

七歲 であった が、 悲歎の あまり、 その 翌年 夫の 戰 死した 戰 場に 行って？？ ひ、 その くの 草堂に 宿った が、 その 夜の 夢 

に、 澤 山の 骸骨が 集って、 同 昔に 煩惱の 世界 を 去った こと を 喜ぶ 歌を唱 つたの を 聞いて、 大に 悟る ところ あり、 附近 

の 里のと ある 家に 到った ところ、 その 家の 女房 二十 あまりな るが、 この 妻に 向って、 何處 より 來り しかと 問うた ので、 

妻 はわが 身の上の こと を 語り、 女房 もお のが 身の上 を 明かし、 幼き 時に 商人に かど はかされ てこの 地に 來り、 人の 妻 

となった が、 夫に 死別して、 今 は 一 人と なった とい ひ、 これ も 他生の 緣 なれば とて、 妻を！^；き止めて共住居する屮に、 

女房 もまた 病死して しまった。 そこで 妻 は 里人 を 賴んで これ を 葬った が、 里人た ち はこれ を野邊 にす て、 歸 つた」 妻 

は 五 七日の 間 その 菩提 を； 9 はんとて、 不斷の 念佛を 怠らす、 七 E にかの 野邊に 行って みたところ、 花の 面影 跡 もな く、 

五體 腫れ た^れて、 恐 しげに 變 つて 居り、 二七日に 行って みると、 臭 氣堪へ 難く、 肉 も 切れ 腸 も 破れて、 犬が つて 

これ を 食って 居り、 三 七 R に 行って みると、 蛆 がわき、 靑蝈が 集って 居り、 四 七日に 行って みると、 骨に 殘る肉 も 乾 

き、 たビ亂 れ髮が あたりの 草の根に まつ はって 居り、 五 七日に 一 百って みると、 白き 骨が つが ひ を 離れて、 散り，^ に 

なって 居た。 そこで 妻 はいたく 感動し、 つ ひに 山寺に 入って 尼と なり、 諸國 修行に 出た が、 ある 山屮 で、 貴き 老尼を 

たづね て師 とた Q み、 道心 堅固に 有緣無 緣を濟 度して、 往生の 素懐 を 遂げた とい ふ 物語で ある。 

この 物語 注意すべき 點は、 作者が 三 河 足 助の 鈴 木 重 次と いふ 立派な 武士の 子であって、 家 康の大 坂 攻めに 從 軍し、 

ついで 秀忠に 仕へ、 .： 儿和九 年 致仕して 遁世し、 明曆 元， 牛 七十 七 歲で沒 した 人で あると いふ ことで ある。 戰 場に 馳驅し 


た 武士が、 まのあたり 生死の 問題に 觸れ て、 現在 を 夢現と 觀じ、 不斷の 精進に よって、 信 身 を 得ん と 欲する 思想が、 

全編 を 通じて、 力強く 表現され て 居る こと は、 やはり こ の 時代の 作物で あると いふ こと を 思 はしめ るに 十分で ある C 

なほお 伽 草紙に ついては、 紀伊 和歌 山の 城主 德川 賴宣の 家老 三浦爲 春の あだ 物語 等 も 紹介した いと 思 ふが、 皆^ 略 

に從 つて 置きたい と 思 ふ。 但し この頃の 小說は 佛敎の 無常 觀、 因 應 報の 思想の 現 はされ て 居る ものが 多く、 筋 は 荒 

唐 無稽と いふべき ものが 少くな い。 なほこの 因果 應 報の 思想に ついては、 後段に 至って 再び述べ たいと 思 ふ C  • 

九 

小說 について 述べた から、 次に は 事實を 取扱った 物語、 卽 ち歷史 物語に ついて 述べて みたい と 思 ふ e 歷史 物語と い 

ふと、 普通に は榮華 物語 以下 水鏡、 大鏡、 今 鏡、 增 鏡な どいつた 種類の もの だけの 様に 解釋 して 居る 向 も ある けれど 

も、 私 はもつ と廣義 に解釋 して、 愚 管抄、 梅 松 論 は 固より、 平家物語、 源平 盛衰 記 以下 太平 記、 應仁 合戰記 等の 軍記 

物まで もこの 中に 入れたい と 思 ふので ある。 かう いふ 解 釋に從 ふと、 近世 初期に 於け る歷史 物語 は その 數 甚だ 多い の 

であるが、 その 代表的な もの は、 太 田 や 一 の 信 長 記、 大村由 己の 秀 吉事 記、 竹 中 重 門の 豐鑑、 小瀨甫 庵の 太閣 記、 作 

者 不明の 川 角 太閤 記 等で あらう C 

まづ秀 吉事 記に ついて 述べたい と W 心 ふ。 秀 吉事 記 は 大村由 己が 秀吉の 事蹟 を 記述した もので、 漢文 體で 記されて は 

2 居る が、 曾 我物 語の 眞字本 同様 和文の 語脈 を 基礎と した もので、 それ を 漢文 體に 記して あるので ある" 現在 幾って 居 
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る 分 は、 

播 R§ 御 征代之 事 

淮壬艮 一で 

柴田 退治 

紀州御 發向之 事 

秀吉 任官 記 

四 國御發 向 並 北 國御動 座 事 


奥 書 天 正 八 年 正月 晦 R 

天 正 十 年 壬 午 十月 十五 n 

天 正 十 一 年 十 一 月吉辰 


天 正 十三 年 八月 吉日 

天 正 十三 年 十月 吉日 

以上 六 項目で ある。 この 中 播州 御 征代記 及び 柴田 退治 記の 二 篇は單 獨で群 書類 從 にも 牧 めら れて 居る。 また 東大 史料 

編 所本秀 吉事 記 は 水 戶德川 家 本の 寫 であって、 この 本に はこの 六 項目の 次に 豐太閣 御詠 草と いふ 一 項が 加って 居る 

が、 由 己の 筆で 無い こと は、 いろくな 點 から 見て 確實 である。 

大村由 己は播 磨の 人 梅 養と 號し、 秀吉の 祐筆と して、 文才 學識 共に 備 つた 人で、 當時 外典 第一 と稱 せられた。 藤 原 

惺萬 とも 交友が あり、 惺窩 は慶長 元年 閏 七月 その 薩摩 行に 際し、 大坂天 滿の由 己の 舊 居に その 遣 族を訪 ひ、 由 己の 靈 

前に 詣てビ 居る 程であって、 秀吉の 命 を 受けて 謠曲 新作 十番を 作って 居り、 群 書類 從所牧 の 梅 巷 古筆 傅 は、 由 己の 所 

藏 についての 記錄 である。 また 江村 專齋の 老人 雜 話に 見える、 秀吉の 歌の 代， をした とい ふ 友 古と いふの も、 この 由 

己で ある。 而 して 由 己 はまた 山 科言經 とも 親交が あったら しく、 言經卿 記に は 諸 所に 由 己に 關 する 記事が 散見し、 そ 

の 著 天 正 記と いふ 名が また 諸 所に 見えて 居る ので ある。 


言經卿 記に 見える 天 正 記 は、 ，チ 度 行幸 記、 金銀 之 記、 大政 所 御所 勞之 一 冊、 御產 之卷、 西國征 之卷、 若 公 御 誕生 

之卷 等であって、 金銀 之 記と いふの は 金賦の 一件 を 記した もので あり、 御 產之卷 とい ふの は 若 公 御 誕生 之卷と あるの 

と 同じ もので あらう e そして これ 等 は 何れも、 秀 吉事 記の 繽篇を 成す ものである けれども、 今に 殘 つて 居ない C 

因に 流布本に 太 田 牛 一作と 傳 ふる 天 正 記九卷 とい ふ ものが ある。 肿 しながら この 流布本 天 正 記 は 牛 一 の 作の みで は 

なく、 この 由 己の 秀 吉事 記 を 和文 鉢に 書き改めた ものが 交錯して 居り、 しかも 由 己の 漢文 體は 難解であった らしく、 

所々 に讀み 誤りが あり、 全く 後の 編纂 物で ある ことが 知られる ので ある。 これらの 事の 詳細に 就いては、 舉友 谷森淳 

子 君の 記事が 史雜雜 誌に 見えて 居る。 

さて この 秀 吉事 記で あるが、 顯如 上人 貝塚 御座所 日記 や、 言經卿 記、 兼 見 卿 記 等の 記事に よれば、 これ は 語り物と 

して 語られた こと、 思 はれる のであって、 —— 否、 語り物で はなく 讀み 物と して 讀 まれた —— とい ふの は、 謠曲ゃ 幸 

若 は謠ひ 物で あり、 平家 や 淨璃瑶 は 語り物で あるが、 曾 我物 語な ど は 讀み物 11 讀 むと いふ 語り 方の 臺本 であった の 

ではない かと 思 ふ。 その 曾 我物 語な ど& 同じ 讀み 物、 讀 むと いふ 語り 方に よって、 この 秀 吉事 記 は 語られた 物で あつ 

て、 これが 後に、 軍記 讀 みとい ひ、 御 記 錄讀み 11 三 河 後 風土記な ど 幕府の 記錄 を、 讀 むと いふ 語り 方で 語った こと 

—— となった のであって、 現今の 講釋 とい ひ、 講談と いふの は、 この 流れ を 酌む もので あらう と 私 は 思って 居る ので 

ある。 

なほこの 頃から 江戶 時代 を 通じ て 盛に *! かれた 各種 の 軍記 物 は、 單 なる 讀本も あ つ たらう けれども、 こ の讀 むと い 

2 ふ 語り 方で 語る ための 臺本 として 製作され たもの が、 甚だ 多かった と 想像され るので ある。 
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S かくの 如くして、 この 秀 吉事 記 は 講談の 臺 本であった がた めに、 その 文章 も 耳に 聽 かす 様に 作られて 居る ので あつ 

て、 文字の 使 ひ 方 は、 多少 大製裟 であり、 感傷的で あり、 銜舉 的で あり、 感動 を强 ひると いふ 傾きがない ではない C 

けれども 時々 支那の 故事 を 交へ ると ころな ど、 難しい 言葉 を 用 ひて 居る ところな ど、 確に 作者の 博 舉を思 はしむ もの 

が あり、 相當 洗練 を經た 一種の 文體 であって、 送り 假名 返り 點が なければ、 讀 むだけ でも 一寸 難しい とい ふ もので あ 

る。 而 して 內容は 秀吉の 注文に 依った と 思 はれる 様な ところが あり、 それに 筆記 も 時日 を あまり 經て 居す、 村 料の 出 

所 もよ ろしい ので、 歷史 研究の 材料と して は、 相當 珍重すべき ものである。  、 

勝 家： 小 レ及レ 力、 入 二 天守？ 呼 二 雙年來 所レ賴 股肱 臣 八十 餘人 T 勝 家運 命 明日 相究、 今夜 及レ 成 二 酒宴 遊興？ 可レ 惜ニ餘 

波？ 勝 家 取 レ盃、 一 族 一 家 次第々 々お 流、 亂合入 違、 中 飲 思 指、 珍！ { 有 珍菓、 如レ山 前置、 後者 始， 1 上 躐姬公 T 至 一一ぎ々，' 

-ー  ラ  7 ワカ キー ーセヲ  クリ  ンソク 人 fK  - 一  ハク  スノ  7 

之 女房 達 老婆 ム？ 不ぃ撣 二 上中下 7 若 妓女取 i 的、 一曲 之 歌、 五段 之 舞、 緩 返々々、 醉、 表 暫雖レ 成， 一 樂之聲 T 

裡終悲 之 意不レ 休、 漁陽鼙 詖動レ 地來、 驚 破霓裳 羽衣 曲、 四面楚歌 聲、 見い 之 聞 VN、 貴妃 千般 恨、 虞子數 行^ 何 

里ーレ 之、 夜 及， 1 深更 I 之 間、 止レ 酒諸士 退散、 勝 家 夫婦 入， 1 深閨？ 夜半 私語、 歲： i5 相 馴」、 無 思 所？ 唯 i^^ ぺ， 

第 II 萬 春之盟 T 重 11 薪翠 衾？ 加 *. 千秋 喜 h 成, 1 風前 灯 日影 霜？ 不 A 待, I 明日 晚 T 而可,,消ra^-l也、 

これ は、 柴田 退治の 一節、 勝 家が 賤嶽で 敗れ、 越 前北庄 城に 秀吉 のために 圍 まれ、 運命 休す る を 以て、 自殺 を覺 悟す 

ると ころの 條 である。 漁 陽聲鈹 とい ひ 四面楚歌の 聲 とい ふあたり、 事實 をば 玄宗 と、 項 羽の 故事に などら へた もので 

あり、 fo; 妃と いひ、 虞 子と いふ 言葉 さへ も はっきりと 使って 居る ので ある。 けれども これら は耍 する に當 時の 知識 g 白 

級 を目當 てと した ものであって、 * して 一般 民衆に は 理解が 出来た かどう か、 恐く は 由 己 自身が 當時 身分の ある 人々 


の 前で 讀んで 居る ことから 推しても、 一般 民衆 相手の 作物ではなかった 様で ある" それにしても、 屮飮、 思 指な どい 

ふ 言葉の 使 ひ 方 は、 和 臭 著しき ものが あり、 餘 波と いふ 文字な ど は 適當な 使用法で はない 様に 思 はれる ので ある。 

リノ  ヒへ  ヲ  メリ -ー  テノユ  ノ  ヲ  ル  クス ルガ 二ル、 ハタ、 ョハ スタテ ヌ  ノム 

秀吉從 n 寅 一 點ー相 二 揃 諸卒？ 攻 1 一人 城 中？ 於 二 乙 丸？ 夜中 合戰、 伏 レ屍者 被い 疵者、 如レ混 レ沙、 血 漂：， 栴、 秀吉 所レ惜 

英雄、 ベ 「此 時不ぃ 所レ用 乎、 天下 弓矢、 今日 所 U 相究 1 也、 成， 諫勇驟 r 終攻， 1 詰 甲 丸？ 丸 之 中、 以， 一大 石 一積， 1 上磊？ 其 

墻數极 也、 比， ー晋平 公所， 造 九 層臺？ 天守 上， 一九 重？ 石柱 鐵揮、 重々 構 精兵 三百 餘人、 循籠禦 之、 城內 f『n 閑地？ 五 

歩 一二 樓、 十 歩 一 閣、 廊下 斜連、 天守 高聳、 以ー 1 多勢 1 欲 レ攀レ 之、 以ニ 弓鐵砲 一打 レ之、 以ニ長 道具 一貫 レ之、 懸ニ共 具足 T 

被 レ疵者 多、 

これ は、 同じく 柴田 退治の 中の、 前の 分より 少しく 後に 續 いたと ころであって、 前の 感傷的な 記事に 較 ぶれば、 遙に 

具體 的な 記述で あり、 戰鬪の 勇まし さな ど、 相當齒 切れよ く、 浮び 出されて 居る のであって、 眞名本 曾 我物 語より は- 

遙に 漢文 脈の 色彩が 强く、 當 時に 於け る 作品と して は、 尤も 努力せられ たもので ある ことが 分る」 

大村由 己の 秀 吉事 記に ついで 擧 ぐべき は 太 田 牛 一 の 作品で ある。 ヤー は 尾 張 春 日 井 郡 安食 村の 人、 大永七 年の^れ 

で、 はじめ 僧と なって、 山 田の 常觀 寺に 居た が、 後 還俗して 义 助と いひ、 また 和 泉 牛 一 とも 稱し、 信 長に 仕へ て 祐筆 

となり、 信 長の 薨 後一 時^ 賀松 任に 蟄居した が、 慶長 元年 秀吉に 召されて 秀吉に 仕へ たとい ふこと になって 居る けれ 

ども、 秀吉に 仕へ たの は、 もっとせ く、 天 正 十八 年に は 近 江淺井 郡の 代官 をして 居た 様で ある。 慶長 十五 年まで 生存 

して 居た こと は確實 であって、 彼の 自作の 自筆 本 猪 熊 物語、 一 I この 書 は慶長 十四 年の 猪^ 敎利 一件の こと を 記した 

2 もの 11 其 他の 奥 書に 太 田 和 泉 牛 一 、 丁亥 八十 四 歳と 記して 居る ので 明瞭で ある。 歿年は 分明で なく、 彼の 後裔 太 m 
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(き 

^敎 氏の 系圖 にも、 「卒 日年號 不知 其祥、 法名 功 源院靜 巖良榮 居士」 と 記されて 居る C 

卞ー の 作物で 主要なる もの は、 何とい つても 信 長 記で ある。 信 長 記 は、 全 十五 卷、 その 卷 頭に r 永祿 十一 戊辰 已來 

織 田彈正 忠信 長 公 御 在世 且記 之」 と あるが 如く、 永祿 十一 年 信 長が 義昭を 奉じて 上洛した 時から、 天 正 十 年 本能 寺で 

自殺す るまでの 記事で、 その 製作 年代 は、 第一 卷の奥 ii に、 

信 長 公 天下 十五 年 被， 一 仰 付 1 候、 不， 顧， 一愚 案 T 十五 帖- -認置 也、 予太田 和 泉生國 尾張國 住人、 信 長 公ノ臣 也、 及， I 八 句 

頹齢 1 已縮、 拭， -漉眼 1 染， I 禿 筆 1 者 也、 丁亥 牛 一 (花押) 

と 記されて 居り、 第二 卷 及び 第 十五 卷の 終りに、 

太 田 和 泉 守 八十 ra 歲牛 一 (花押) 

と あるに よって、 慶長 十五 年 八十 歳の 作で ある ことが 分明で ある。 そして 十五 帖は、 永祿 十一 年 第 一帖より 各 一年 

が 一帖と なって、 H< 正 十 年 第 十五 帖に 及んで 居る ので ある。 內容は 祐筆と して 信 長に 近侍して 居た ために、 正確なる 

材料に 據っ たもの & 如く、 殆ど 誤り とい ふ もの が 見 當らな いのであって、 この 點歷史 研究 の 材料と して 最も 珍重す ベ 

きで あり、 文藝的 作品と して 見ても、 文 を 行る こと 平明 簡潔で あり、 軍記 物と して 上乘の 作品で ある。 

キ ビ シ中 

虎 後 前山 御 取 出御 普請 無い 程 出来 訖、 御 巧 を 以而、 當山 之景氣 有， 輿 仕 立、 生 便 敷御耍 害、 不ぃ 及， 一見 聞 一之 由 候而、 

各 耳目 を 被, 驚 候、 御座 敷より 北 を 御覽ぜ られ候 へ ば、 淺井朝 倉 高山 大づく へ 取 上 入城し、 及， 1 難堪 1 之體、 西 者 海 

(子) 

上漫々 として、 向 者 比 叙 山 八 王 寺、 昔 者 尊き 靈 地たり といへ ども、 山門 之 衆徒 等 企 二 逆心？ 自業 得果之 道理 を 以て、 

山上 山 下爲ニ 灰燼？ 是御憤 を 散せられ たる 所 也、 叉 南 は 志 賀唐崎 石山 寺、 彼 本尊と 申 者、 大國 震旦 迄 も 無 レ隱靈 験 


殊勝 之觀世 昔、 牲昔紫 式部 も 所願 を 叶へ、 古今 翫 所の 源氏 之卷を 注し、 爲レ 被, 置 所 也、 東 は 高山 伊吹山、 麓 は、 

あれて 殘 りし 不破之 關、 何れも 眼前 及 所 之 景氣、 又 丈夫 成 御 普請、 難, I 申盡ー 次第 也、 虎 後 前山より 横 山 迄、 間 三 里 

也、 程遠く 候 間、 其繁 として、 八 相 山 宫部兩 所に 御耍害 被， 一 仰 付 T 宫 部に は宮部 善祥坊 被, 1 人 置？ 八 相 山に は御番 

手 之 人數被 n 仰 付 T 虎 後 前山より 路次 一段 惡所 候、 武者 之 出入 之爲、 道 之 廣さ三 間、 間中に 高々 と 築かせ、 其緣、 

敵方に 高さ 一 丈に 五十 町 之 間 築地 をつ かせ、 水 をせ き 入、 牲還輙 1^ に 被 一一 仰 付, 事 も、 生 便 敷 御 耍害申 も 愚に 候、 

これ は 第五 卷、 元龜 三年の 一部で、 信 長が 淺井長 政の 近 江 小 谷 城に 對 して、 同國虎 御前山に 砦 を 築く ところの 記事で 

ある C この 砦の 地勢 上の 重耍 さと、 景觀の 美と を說く あたり、 歷 史上の 事實 にまで 及ぶ あたり、 然も それが 煩 はしき 

程度で なく、 必要 を 限度と して 居る もので、 文章 もよ く 出来て 居り、 數字 にも 重 耍點を 置く 必要が あるので、 數字を 

文章の 邪魔に ならぬ 程度に 取り入れて 居る ところな ど、 軍記 物と して 上乘の ものである C 古来の 軍記 ものであって、 

この HI の 如く、 數字を 多く 取り入れ たもの はなく、 また この 書の 如く、 それが 正確で ある もの は 殆どない といって よ 

ろしい C 而 して 記事 は 誇張に 陷ら す、 華美に 流れす、 急所々々 に 十分なる 記述 を 施し、 然も 一種の 氣 魄と氣 品と を備 

へ、 信 長の 功業 をた、 へて、 讀 者に 嚴肅な 感じ を 起させる あたり、 まことに 名篇 であると いへ る。 

こ &に揭 げたと ころ は 一虎 御前山の 要害に 過ぎない が、 それでも その 要害の 築造に 對 する 信 長の 意圖 と、 その 努力" 

そ の 威勢、 功績と を 大瞻に 然も 細心に 記述して 居る 風が 見られる ので ある。 天 正 四 年 安土 築城の 條の 如き は、 その 天 

主閣 について、 一重々々 に 細部に 亙って 記載が あり、 然も それが、 よく 耍領を 得て 居り、 讀者 をして 倦む こと を 知ら 

3 しめす、 信 長の 權勢を 表現す るに 頗る 適當 なる 方法 を 取って 居る ところな ど、 少なから. f 感心 させられ るので ある。 
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天 正 四 年 K 子 十一 月 廿 一日、 內 大臣に 被, 進 二 御 官位？ 禁中へ 黄金 貳百 枚、 其 外 色々 被；， 備 ニ上覽 T 忝 も 御衣 を御拜 

領、 御 面目 之 次第 不レ 可， -勝 一計 T 御 官位 任 二 吉例？ 直に 石山 世 尊院に 至て 御成、 山 岡 美 作、 山 岡 玉 林 兄お、 御 祝言 之 

御 膳 上申され、 石山 兩日 御鷹つ か はされ、 霜月 廿 五日 安土 御 下、 十二月 十日 吉良 御鷹 野と して、 佐 和 山 御 泊、 次 

日 岐阜 御成、 翌日 御 逗留、 十三 日 尾 州 淸洲御 下 著、 廿 二日 三州吉 良へ 御 出、 三日 之 御 逗留、 物 か. f 被 ,1 仰 付？ 廿六 

日 淸須迄 御歸、 十一」 月 晦日 濃 州へ 御成、 岐阜に て 御 越年、 珍重々々、 

これ は 天 正 四 年の 條の 最終の 一節で あるが、 行文 簡潔、 テ ンボ が頓る 早く、 省略の 手法に 中分な く、 無味乾燥なる 記 

事 も、 何等の 苦 漉な く讀過 出来る あたり、 まことに 敬服の 至りで あり、 全篇 を 通じて この 風 著しく、 この 一節 だけで 

も 事件 を ぐんく と 運んで 行く 押しの 强 さと、 整理の よく 行 はれて 居る 頭 腦の明 晳さを 窺 ふに 足る ものが ある。 蓋し 

一 種の 名文と いって 差 支 へ あるまい" そして これ もまた 秀 吉事 記の 如く、  IS み 物と いふ 語り 方で 語られた もので あら 

うが、 恐く は その 語り 方 もこの 文章と 同様、 颯爽た る 信 長の 風姿 を 描き出し 得て 十分であった であらう。 

牛 一 の 著書と して 信 長 記に つぐ もの は、 現へ r 太 田 牛 一 雜 記と 題す る 一 書で あらう。 その 內容 は、 

, 條々 天道 恐 敷 次第 

一 三 好寳休 生害の 事 

一 松 永久 秀信貴 城沒落 自殺の 事 

一 齋藤道 三 逆子の 變に遭 ふ 事 

一明 智 光秀 信 長を弑 する 事 高 松 城 水 攻の事 山 崎合戰 


1 柴田勝 家 志 津ケ嶽 に 敗北 北庄に 一 門 滅亡の 事  . 

一 神戶 信孝柴 田に 與 して 相 果てし 事 

一 小 田 原 征伐 知行 割の 事 

一 日本 國內 金銀 涌 出 外國 より 珍寶 名物 寄りく る 事 慶長 元年 九月 土 佐 沖に 漂流の 事 

一 慶長 三年 醍醐の 花見の 事 

とい ふので あって、 別に 前に 佐々 木 氏の 系 圖 が牧 めら れて 居る。 けれども この 系圖は 別の 物が、 まぎれ 込んだ ので あ 

らう。 なほこの 太 田 牛 一 雜 記と 殆ど 內容を 同う する ものに、 最近 r 大か うさ まくん きのうち」 と 題す る 一 冊が 發兑せ 

られ た。 これ は 牛 一 の 自筆 本であって、 題名 もまた 自筆で ある C 大體雜 記と 內容を 同う する ものであるが、 天 正 十九 

年 放鷹の 事、 秀次關 白に 任ぜら る、 事、 天 正 二十 年 聚樂第 行幸、 征韓の 役、 大政 所 薨去、 伏 見 築城、 若 公 誕生の 條な 

どが あり、 別に、 1K 皇御 盛德、 秀次 最後の 事の 條が 前に 附 加され て 居る。 そして この 方に は柴， 勝 家 滅亡の 條と、 金 

銀 浦 出の 條 とがない。 それから また 同じ 內容を 取扱った 點 について 比較しても 兩 者の 間に 多少の 相違が あり、 牛- は 

同じ もの を壚、 、書き直して 居た の ではない かと 思 はれる ので ある。 この 事に ついては、 太 田系圖 にも、 r 慶長 十四 年已 

酉年 迄 八十 三 歲記錄 失 二 兵火 二 と 記されて 居る ので も 窺 ふこと が出來 るので あり、 信 長 記に しても、 十五 卷 全部が 慶 

長 十五 年中に 八十 四 歳の 老人の 手で 全部 出來 上った と は 思 はれない のであって、 これ はこれ より" W 旣に 完本が 製作 さ 

れて 居り、 それ を この 年に 寫し たか、 または 改作した もので あらう。 そして この 事 はまた 信 長 記 以外の 他の 著作 も殆 

3 ど 全部が 慶長 十五 年 八十 四 歳で 記されて 居る ことによ つても、 推測し 得る こと、 思 ふので ある。 
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さて この 雜記 の內容 であるが、 これ は 思想 を 盛る こと 頗る 短 的な ものであって、 內 題に も條 々恐 敷 次第と 揭げて あ 

る 如く、 歷史事 實を說 くに 因菜應 報の 理法 を 以てした ものである。 卽ち 三好實 休、 松 永久 秀、 齋藤道 三 以下の 滅亡 を 

以て、 皆 これ 因果 應報 自繩 自縛と 說 いて 居る のであって、 例へば、 

三 好實休 四國之 主-一 テ 御座 候、 紬川讃 州ヲ顰 一一 取宥 申、 勝 瑞ト云 所 一一 テ、 三月 五日-一 讃州ヲ 無 下 一一 生害 候、 其 後 

實休和 泉 國久目 田ト云 所-一、 一年 在國 候、 根 來雜賀 紀伊國 衆、 三月 五日 11 取 詰、 生害 候、 其時寳 休 辭世之 歌 也、 

草枯 ラス 霜 又 今朝 ノ 日 一一 消 テム クヰハ 終 一一 遁 レサ リケリ 

ト侍 ヒシ、 月日 モ不 換、 三月 五日 二 腹ヲキ ラレ 候、 天道 恐 敷 之 事、 

といった 類で ある C これ は 實休三 好豐前 守之康 が、 永 fi 五 年 三月 五日 久米田 寺で 自殺した の を 以て、 天文 一 下 一 一 ま 一一 

月 五日に、 その 女婿 細 川 持隆を 謂れな く 殺した 天罰 だとい ふので ある。 但し 實 休が 持 隆を 殺した の は實は 天文 二十 一 一 

ハ牛 六月 十七 日の 事で あるが、 さう いふ 風に 自己の 悪業に よって、 また 自己が 地獄に 落つ る 由 を 述べ て 居る ので ある。 

この 事實の 誤り は、 誤聞 かそれ とも 故意に よる 作爲 か、 その 邊は 分明で ない けれども、 とにかく 事實の 誤記 は獨 りこ 

の實休 C ことのみ に 限らす、 他に も 可な り 多い のであって、 この こと は 頗る 注意すべく、 種子 生 現行の 敎理、 因果 應 

報の 理法 を說 かんが 爲 めに、 歷史事 實を假 りて 来たとまで、 いひ 得る 程度の 記述 法であって、 これ は 愚 管抄に 於け る 

思想 の 表現と 共に、 物語 の 上に 於いて 興味深き 事實と いはなければ ならない。 なほ 當時 に 於け る この 因果 應報 の 思想 

について は、 後段に 於いて 再び述べ たいと 思 ふ。 

この 外 牛 一 の 著書に は 前に 一 言した 猪 熊 物語、 及び 豐國大 明 神 臨時 御祭 禮記 等が 今に 殘 つて 居る。 併しながら それ 


ら について は 省略に 從 つて きたいと 思 ふ c 因に 史籍 集覽 に牧 めて ある 太 田 和 泉守覺 書と いふの は、 猪 熊 物語と 同 本 

である。 

次に は 竹 中 重 門の 豐鑑 である。 これ は 全 四卷、 秀吉 の略傳 記であって、 秀吉の 帷幄に 參 じたと いはれ て ゐる美 濃の 

竹 中半 兵衞重 治の 子の 著作で ある。 多少 擬古 的な 純 和文 體で、 記事 は 頼る 簡單 である。 間々 事實に 相違が あるが、 史 

料と して 相 當價値 高き ものである。 內容 は長濱 の 眞 砂と 題 し て 秀吉 の 生れ てから、 後に 長 濱に入 る こと より 始まり、 

高麗の 亂と いふ 題 下に その 薨去まで を 記して 終って 居る。 寛 永 八 年の 作で 文 學的價 値から い へ ば、 信 長 記な どより は 

遙に 落ちる もので、 時代色が 明瞭に 出て 居ない とい ふ 恨みが ある。 

小瀨甫 庵の 太 閣記は 全 二十 ニ卷、 同じく 秀吉の 功業 を 軍記 風に 書いた もので、 ー卷 から 十七 卷ま では、 秀吉の 出生 

から 始まって、 秀 次の 自殺に 至る までの 事績 を 述べ、 十八、 十九 兩卷は 織 田 酒造 亟、 山中 鹿 之 助 等 諸士の 逸事 傳記を 

錄し、 二十、 二十 一 兩卷は 八 物語と 稱 して、 君臣の 道、 治國の 要諦 を 說き、 二 卜ニ卷 は豐臣 氏の 奉行な どの こと を 記 

して 居る C 元 和 頃の 編纂 物であって、 恐く は その 材料の 性質が 惡 かった せゐ か、 事實に 誤りが 甚だ 多く、、 史料と して 

は 高級の もので はなく、 文藝的 作品と しても、 一般に 記事 冗漫で あり、 氣魄に 乏しく、 到底 信 長 記に 伍し 得る もので 

はない。 なほ 新撰 豐臣 實錄 とい ふ眞名 本物 語が あるが、 これ はこの 甫庵 太閤 記の 改作で あらう と 思 はれる 節が ある。 

なほ 著者 不明の 川 角 太閤 記三卷 とい ふの が ある。 これ は 天 正 十 年 信 長の 甲州攻 入から 始まり、 十三 年北國 征伐まで 

を 記した ものである •) また 別に 殘闕 とい ふの が三卷 あって、 これ は 九州 征伐 及び その他 諸家の 逸事 等が 記されて 居る。 

3 文中に 當 時の 俗語 を 用 ひ、 ま、 他の物 語に 見えぬ 事實を 記し 居り、 然も それが よく 眞相 を捉 へて 居る ところがないで 
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はない が、 それと 反對に 大きな 事實に 誤りが あり、 一 局部の ことにし か 通じなかった 人の 手に 成った もの かと も 思 は 

れ る" 問答 體で 一 種の 趣が ある C 味 ふべき 作品で ある。 

この 外. y 戶 時代 初期の 軍記 物と して は、 北 畠 氏の こと を 書いた 勢 州 軍記、 北 昌 物語、 淺井 氏の こと を 書いた 淺井三 

代 記、 北條 氏の こと を 書いた 北條 五代 記、 武田 氏の こと を 書いた 甲 陽 軍鑑、 毛 利 氏の こと を 寄いた 陰德記 (陰德 太平 

記の 原本)、 長 宗我部 氏の こと を 書いた 長 元 記 等、 その他 枚 擧に遑 なき 有様で あるが、 それらに ついては  一 せ 略に 從 

つて 置く。 

十 

歷史物 j^r 軍記 物と 稍 似た ものに、 此頃 自己の 功名 を 記した 自敍傳 が 出て 居る。 大久保 彥左衞 門 忠敎の 三 河 物語 を 

始 として、 樺 山紹劎 自記、 玉 木吉保 自身 鏡な どが あり、 少しく 簡單な もので は、 眞鍋眞 入齋覺 書、 九 鬼四郞 兵衞覺 書- 

な どと いふ ものが あり、  文學 的に は 取扱 はれぬ もので は ある けれども、 寬永 年中 幕府へ #1 上げて 差 出した、 先祖 及び 

自己の 功名 を 記した 寛 永 系圖傳 以下の 諸家の 書 上 類 は、 實に枚 擧に遑 なき 有様で ある。 例へば 大坂陣 後に 於け る 井伊 

家々 中の 書 上げの 如きです ら數百 通 の 多き に 達して 居る のであって、 こ れを 文藝的 作品と 見る こ と は 勿論 出来な い け 

れ ども、 中に はな か、 （-味 深 きものが あり、 そして こ れが 南北朝時代 の 軍 忠狀に 相當す る ものである こと を 思 ふ 時、 

時代の 姿 をば 私 は 明瞭に 認識し 得る やうに 思 ふので ある。 


さも あれ 自敍傳 として はや はり、 三 河 物語が 最も 重要な 位置 を 占める もので あらう C 三 河 物語 は 上中下 三卷 より 成 

つて 居る C 三 河 物語と いふ 名で あるが、 これ もまた 甚だ 適當 した 名であって、 德川氏 及び 大久保 氏 を 中心とした 軍記 

物語で ある ことに 相逮 ない のであって、 德川氏 代々 の 仁政と、 己が 祖先 及び 一 族の 德川 氏に 對 する 勳功 及び 自分自身 

の 行動と を 記した ものである。 されば 自敍傳 とい ふ 概念から は 少しく 受取れ ぬ點 がないで はない けれども、 自己の な 

し來 つたと ころ を、 歷史と 環境と に 結び付けて 記して 居る と 見れば、 見られな いこと もない のであって、 やはり 自敍 

傳 といって 差 支へ ない 様に 思 ふので ある。 それに 作者 大久保 彥左衞 門 忠敎は 自ら、 その 著作の 動機に ついて、 各卷の 

終末 毎に、 他人に 見せる 爲め ではなく、 子孫の 爲 めに 記す 由 を 述べて 居り、 門外不出と 誡 めて 居る のであって、 彼自 

らは 自敍傳 の 積り で 居た と 見る べきで ある。 

彥左衞 門 忠敎は 大久保 平 右 衞門忠 員の 八 男、 天 正 三年 十六 歳から 家康に 仕へ、 翌四年 兄 七郞右 衞鬥忠 世が 遠 江 犬 居 

に 天 野宫內 右衛門 を 攻めた 時、 これに 從 軍し、 爾来 同國高 天神 城攻、 信 州 上田 城攻、 大 坂夏陣 等に 於いて 戰功 を樹て 

た C けれども 彼 は、 家 康の關 東 入國の 時、 宗家 大久 保忠 隣の 所領の- 2： で 二 千 石を領 して 居た に 止り、 慶長 十九 年忠隣 

の 失脚に 際して、 初めて 家 康直屬 の 家臣と して、 三 河に 於いて 千 石を與 へられた に 過ぎなかった。 これ は 先祖の 勳功 

に 誇り、 自らの 勞苦を 過信す る 彼に 取って は、 堪へ 難き 苦痛で あつたに 相違ない。 彼 はこの 後 元 和 九 年に 至り 千 石 を 

加增 せられて、 二 千 石 を 知行す るに 至った けれども、 それでも 彼の 自負から いへば、 酬いら る-^ ところ^だ 少 かった 

であらう。 それに この 書 は 未だ 加增 になって 居ない 元 和 八 年中の 述作で ある C されば 本書が 如何なる 內容を 持って 居 

3 るか。 上に 述べた けで も 大體の 想像 はっく こと、 思 ふので ある。 
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^ 本書 は 表面から れば、 德川 氏の 祖先 松 平 太 郞左衞 門 親 氏の 事蹟から 11 否 それに 至る までの 源氏 新田 氏の 系圖か 

ら 書き 起して 居り、 次 郞三郞 長 親の 頃から 漸次 詳細に 亙り、 信忠、 親康、 廣忠歷 代の 事蹟、 それに 關係 せる 自家 祖先 

の 活動に 及び、 つ ひに 主と し て 家康 の 功業と 自己の 勳 勞を述 ベて 居る ので あるが、 こ れを 通讀し て 痛感す る こと は、 

彼が 德川氏 譜代の 臣下で あり、 且つ 武功 少 から ざり しと 自負して 居る ことで ある。 そして こ の 點に對 して 酬いら れざ 

りし ことに 封す る 不平で ある。 そして また それ を 因果 觀 によって 識 めようと して 居る ことで ある。 就中 こ の 自負と 因 

果觀と は、 力強く 讀 者の 胸に 迫って 来る のであって、 同時に 時代相 を も 最もよ く 現 はして 居る と 思 はれる ので ある。 

彼 は 表面 剛情 我慢で、 その 弱點を 押し 隱 して 居る けれども、 その 剛情 我慢の 裏に は、 隱せ ども 包めぬ、 諦め 所が あつ 

たので ある。 

抑" わが 國の 思想界 は、 漢字の 使用、 漢籍の 學習 によって、 早く 儒教の 影響 を 受けた けれども、 江戸時代 儒 學の與 

隆 以前に 於いて は、 何とい つても 佛敎の 影響の 方が 遙に 大きかった やうに 思 はれる ので ある。 佛陀を 尊信して、 無量 

無邊 の福德 果報 を 得よ とい ひ、 頻りに 諸 惡莫作 衆 善 奉行 を勸 め、 過去 現在 未来の 三世 を 立て &、 輪廻 應報 を說 いた 佛 

敎は、 その 渡来 以後 漸次 國 民の 歸依を 得、 國民は 因果の 說を 以て 事相 を觀、 欣求淨 土 を 以て 理想と する の 風 を 生じ、 

本 地 垂迹の 說の 盛に なって より は、 神號 にも 佛、 菩薩、 權現 等の 稱號を 用 ひ、 神社に 怫舍利 を 納め、 怫 寺に 神 體を安 

置 するとい ふ 有様で、 神佛 全く 混淆し、 この 考へ方 は 長く わが 一般 國 民の 思想と なって 居た ので ある。 而 して 佛敎は 

その 宗派に よって、 その 主要なる 敎 旨に 多大の 徑 庭が あっても、 神怫 一致と 因果の 理法と は、 平安時代 以来 江戶 時代 

の 初期に 掛けての わが 國民 一 般の 信念であった といって よろしい ので ある。 


從っ てこの 時代の 一 般 思想界 もまた 大體 この 範疇 を 出づる こと は出來 なかった けれども、 室町 時 ii^ に 於いて 儒學が 

五山 叢林の 間に 培養 せらる、 に 及んで 儒怫ー 致の 思想 を 生じ、 こハ 思想 は再轉 して 祌懦佛 一 致の 思想と なり、 專ら知 

識 階級の 間にあって 行 はれた 如くで ある。 卽 ち相國 寺の 儈西笑 承 兌が 作った、 秀吉が 葡萄牙 領 印度 臥 亞の總 督に與 へ 

た »1 狀の 中に も、 それ わが 朝 は神國 なりと 說き 始めて、 神 を 以て 萬 物の 根源と し、 この 神竺 土に あって はこれ を 喚ん 

で佛 となし、 震旦に あって はこれ を 以て 儒道と なし、 日 域に あって はこれ を 神道と いふと いひ、 更に 進んで、 神道 を 

知れば 佛法を 知り、 また 儒道 を 知る ことになると 述べ、 凡そ 人の 世に 處 する や、 仁 を 以て 本と する、 仁義に あら すん 

ば、 すな はち 君 君たら す、 臣臣 たらす、 仁義 施せば、 すな はち 君臣 父子 夫婦の 大綱、 その 道 成立す と說 き、 以て 基督 

敎を 排撃して 曰く、 爾の國 土の 如き は 教理 を 以て 專 門と 號 して、 而 して 仁義の 道 を 知らす、 この 故に 祌佛を 敬せ す、 

君臣 を隔 てす、 た 邪法 を 以て 正 法 を 破せ ん と 欲するな り と 論及 して 居る の で あ る 。 

しながら この 神 儒佛ー 致の 思想 は當 時の 知識階級の 間に 於け る 信念で はあった らうが、 一 般國 民の 間に は、 なほ 

神佛の 一 致の 思想の 方が 隆盛であった らしく、 因 菜の 理法に よる 人世 觀が 上下 を 一 貰して 居た やうに 思 はれる ので あ 

り、 一般 國民處 世上の 理念と して は、 神佛 一致の 思想よりも、 因果の 理法 こそ、 より 直接的な、 より 效 な、 生 

上の 論理であった やうに 思 はれる ので ある。 卽ち この 論理の 上に 立脚 すれば こそ、 神佛に 祈願した ので ある。 而 して 

この 因果の 理法 を その 生活 原則に 當て 嵌めて 記されて 居る ものに、 先に 述べた な m 牛ー雜 記が あり、 今 また こ、 に揭 

げた 三 河 物語が あるので あって、 こ の點 について こ の 書物 は 頗る 注意すべき ものである。 

3 卽ち この 三 河 物語に 於いて、 忠敎 はー挨 祖先の 勳功 甚だ 大 なりし もの あ 力し にか k はらす、 忠 隣の 時に 至って、 木 
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0 多 正 信の ために 失脚す るの 止むな きに 至った ので ある。 その後 正 信 死して、 正 信の 子 正 純 も 失脚し、 忠 隣の 一 家は復 

活 した けれども、 この 忠 隣の 配流と いふ ことが、 どんなに 彼 を 失望 させた であらう か、 そして また 譜代 を 盾と し 武功 

を 戈と して 堂々 濶歩 せんとした 彼 自身が、 幕府の 冷遇に あって、 如何に 苦んだ であらう か は、 決して 想像に 難くない 

ので ある。 彼 を 剛情 我慢に せしめた もの は、， 實 にこの 點 であった のであって、 然も その 剛情 我慢の 人知れぬ 慰安 所 は 

實 にこの 因果 觀で あつたの である。 

されば この 三 河 物語 一 篇は 剛情 我慢の 一 老爺が、 老の 繰り言 を 並べた ものと もい ひ 得られな いこと もない けれども、 

その 剛情 我慢 は 一 種の 窮極に 達した 人生観と も 見ら るべき ものであって、 それが ひしく と 我等に 迫って 來 るので あ 

る 0 

原 見 石 最後 モ ョ カリ ゲル、 尤其儀 成、 悔敷事 一 1 非 トテ、 南 得 ムキテ 腹 ヲ切ケ ルヲ、 ソパ寄 申ケル ハ 、 サスガ 原 見 

石 程の 者が、 最後 ヲ シ ラ ズャ、 西 一一 ムキテ 腹 ヲ切レ トー- ムケレ バ 、 原 見 石が. m.、 汝西ヲ シ ラ ズ ャ 、 佛者 十方佛 土中 

无ニ亦 無 三除佛 方便 說ト 1 給 得バ、 西方 一一 計 極 樂は有 ト計思 フカ、 荒胸セ バヤ、 何レ之 極樂ヲ キラ ハ ンャ トテ、 

南 一一 ムキテ 腹ヲ切 ケリ、 

これ は 天 正 九 年武田 方の 遠 州 高 天神が 落 域した 際、 城に 籠って 居た 孕 石 主 水と いふ 男が、 重 圍を衝 いて 切って 居た 

けれども、 武運 拙く 捕虜と なった。 而 して 案康 は、 幼時 今 川 氏に 質と して 駭府に 在った 時、 主 水が 家康を 侮辱した こ 

とがあった とい ふので、 これに 切腹 を 命じた のであった。 その 主 水の 切腹の 有様が 忠敎 の氣に 入った ので、 かやう に 

記して 居る ので あるが、 この 一節 は. 2： 容が戰 記と して 興味深い ばかりでなく、 表現の 方法 も 簡潔であって、 可な り 力 


强く 出て 居り、 作者の 性格まで もよ く 出て 居る 様に 思 はれる ので ある。 

然る 處 一一、 長 親 i<&: ラ 1. ヲ召 寄、 面々 聞 力 トヨ、 北 條新九 郞岩津 H 押 寄、 天地 ヲヒ、 V カセ、 タ、 カウト 見、 其 弓 

ブ  ナ リ トモ  ィ クサ  イカ-一 ィ ハン ャ 尸  f 

矢ヲ取 者ノ習 一一 ハ、 敵ハ 不勢 味方 ハ 多勢 成 共、 ス マジ キ陣モ 有、 何況 哉、 敵 者 多勢 味方 者 不勢 成 供、 セ而 カナ ハサ 

イク サ十リ  f 

ル陣モ 有、 此度之 儀 者、 敵 多勢 成 共、 せす シテ カナ ハザ ル陣 成、 我 t^ifc 婆 之 露命、 今日 ガ限 ゾ、 面々 者 何ト思 ふゾ、 

各々 一同 一一 申 上 候、 如レ 仰、 i に 敵 不勢 成ト申 供、 ス マジ キ陣ヲ 被 レ成ン ト被レ 仰候ハ や、 宽 角に 面々 供が 晋見申 

間 敷、 i& 多勢 成と 申 供、 被レ 成候ハ でかな わざる 陣 一一 ヲィテ ハ、 蒐 苒 被 レ成候 H ト 可-申 上？ 況哉此 度 之 御 合戰、 

ヒ  力 ナウ  ヒ ゴ u  ナサ ケ  シゥ  i ト  *  - 

被レ成 候ハで カナ ハザ ル陣 成、 時刻う ッサセ 給 日 テハ譴 間 敷、 日 比 之 御 情、 殊更 御 普 代 之 御主 之 御 一大事" 中 カ疋 

非 供に、 妻子 ヲ 不二 歸見 T 御馬 之 先に 而 i 死 仕而、 シデ 三津之 御供 社、 矢 弓 ヲ取而 の 面目 一一 テ候 M ト、 巾 上ケレ 

バ、 長 親御 淚ヲ流 サセ給 日テ、 我 少身ナ レバ、 普 代久敷 者ト云 供、 カイ ガハ 、ン キア テ ガイ モ、 H せザル 一一、 普 代 

^B^^  *  イサム  - 

之 主之樣 一一 立、 妻子 ヲ 不二 歸見？ 無レ恩 主-一 一命 ヲク レント 諍 事ハ、 有難 サョ、 一万 余 有 所ュ、 雜兵五 百 之內外 一一 

テ、 陣ヲ セン 事ハ、 トぅラ う ガ錢ヲ 一一 ギル ガゴ トシ、 更バ 今生 之 暇 乞に 酒 出せ ト仰有 リ而、 廣キ物 一一 酒 ヲ入而 出 

るヲ、 御 .-11 キにー ッ請 サセ給 日、 面々 に 盃ヲ指 度ハ思 N 供、 時刻 之の ぶる 間、 盃ト思 H トテ、 廣キ 物ノ酒 H、 御 

K 孤 之 酒ヲ入 サセ給 M バ、 思 日く に是ヲ イタ、 マキ、 御前 ヲ罷 立、 伢ギ けり、 

これ は 北條早 雲が 未だ 今 川 氏に 客であった 時、 氏 親の 名代と して、 その 兵 を 率 ゐて西 三 河に 侵入した 時、 松 平 長 親 

が これ を 防がん として、 諸士を 岩津城 中に 集めて、 進退 を議 つた 時の こと を 記して 居る のであって、 この 事實 など も- 

^ 剛情 我慢な 彥左衞 門の 氣に 入ったら しく、 その 記事 は、 一字一句 皆 肺肝より 出て 居る のであって、 頗る 氣魄に 富み、 

近世 初期の 文藝 


42 


近世 初期の 文藝 

くどい といへ ば どい ところが 多少ないで はない けれども、 文字 を 弄ぶ もの k 到底 及ばざる 迫力が ある やうに 思 はれ 

るので あって、 一種の 名文と いって 差 支へ あるまい。 

一 體 わが 國 の文擧 研究 は從來 平安朝の 文擧を 中心として 居る ので、 一 般の 好尙が 所謂 美文に あり、 氣魄 とか 迫力と 

かいふ 様な ものに 對 する 鑑賞が 缺け て 居る 様に 思 はれる のであって、 この 三 河 物語な ど は 、 平安 文擧 の 持って 居る 典 

雅 とか、 優麗 とかい ふ もの はない けれども、 そして また 江 戶文學 の 持って 居る 幽玄と か、 輕妙 とか 云 ふ 様な もの も、 

少しも 認められ 得ない けれども、 卽ちー 口にい へば 土臭い けれども、 作者の 體驗と 熱意と は、 よく その 文章 をして 一 

種の 究竟に 到達せ しめて 居る のであって、 藝術 的に 取扱っても、 甚だ 價値 高き 作品で あると 思 ふので ある。 

十一 

前に 近世 初期の 文藝 として 最も 特色 ある 自敍傳 について 述べた から、 ついで、 これ また 近世 初期の ものと して、 最 

も 特色 ある 書簡文に 就いて 少しく 述べて みたい。 まづ例 を擧げ る。 

先度 者預御 書、 謹 而拜見 仕 候、 柴田 我等 間柄、 何と 哉覽 被， 一 聞 召？ 可 A 被, 成， 一 御 肝 煎 1 由、 忝 奉レ存 候、 乍 レ去右 

に 相 定申候 一書、 幷 誓紙、 血判 之 害 相違 申 候へ 者、， 何たる 儀 も 入 間 敷存候 事、 

一 信 孝 様、 三助 様、 其 外家康 誓紙、 幷 宿老 共 之 一札 以下、 未来 を 大事に 存、 我等 かたに 所持 仕 候 事、 

(信 孝 • 信 雄)  (秀吉 ) 

一 御兄弟 樣雖多 御座 候、 別而 前々 より 被 レ懸ニ 御 目 一 候條、 今以 左様に 可 レ有ニ 御座 1 と存候 へ は、 我等 程 被；. 懸, I 御 目, 
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候 者 多 出来 候 故、 跡へ 罷成 無念に 存饒 事、 

1 言 孝 様、 三助 樣御兩 人、 御名 代 御 あらそ ひ 被 成 候に 付而、 何 を 御名 代に 立 置 候 はんと、 宿老 共淸須 にて 令-談合 一 一 

民 處、 信忠 il) 子 を 取 立 申、 爲ニ 宿老 共 I もりたて 可 申と 相定、 御兄弟 之 儀 を 伺候へば、 尤之由 被： 仰 出 一 候 間、 

四 人 之 宿老 共、 かやう にも 可, 有 二 御座 一と 存、 御 誓紙 を しるべと、 從 ニ淸須 1 岐阜へ 御供 申、 信孝樣 若君 様 を 預け 

申 候 事、 

一 日 數無幾 二 程 1 御墜赏 に、 安土へ 若君 樣を 移參ら せらる ましき 由、 信 孝 樣被レ 仰 候て、 於 ニ于今 1 其 儀 翻 hi 御座 1 候 事、 

- ,  霞) 

一 御 兩人之 御兄弟 様と、 御名 代 を 御 あらそ ひに て 御座 候に 付て、 御主に こと を かき ■ 迷惑 仕 候、 御 次 も 如 レ被レ 三 

御存知 ハ 十五 六に 御成 候て、 武者 を も 被 レ致候 間、 御主に 用 申ても、 人 笑 申 間 敷と いへ ども、 我等 養子に いたし I 

候 間、 八幡 大 菩薩 愛 { 石 も 御照覽 あれ、 御主に 用 させ 候 事、 たれく 申 候 共、 有 レ之間 敷 候 事、  一 

一 何様に 賢人 を さはき、 何たる 儀 も、 信 孝 樣御事 は 不：， 及 y &、 御 一 類 迄 も 御 進退 成 候 はぬ を は、 馳走 可 と 存候ー 

に、 何事に 而 御座 候 哉、 御兄弟 樣其外 御 宿老 衆 之 御 惡を請 申 候 簾、 迷惑に 存候 事、  一 

一 如， 一 御存知？  (.Jli 御 存生 之 時 も、 我等 は 播州 伹州を 被：， 下、 其 上 北 郡、 g 於- 于 今一 無 n 不 甲斐 一 雖 = 御座 候 一 西 國之先 一 

懸仕 候へ と、 上様 被， 一 仰 出， 候に 付て、 播州 致， 1 在 (i)- 候 處に、 三 木 之 I 所 企 = 謀叛？  I 前 迷惑 仕候處 に、 重 而荒ー 

木 ii 伊丹に 在 之、 謀叛 を 仕上 は、 通路 を 切 取 雖ニ申 候？ 終 別 所が 刎 レ首申 候に 付而、 上様 重々 預 n 御 褒美 御感狀 7, 

其 上但州 金山 御茶 湯 道具 以下 迄 取 揃被レ 下、 御茶 湯 雖-御 政道？ 我等 は 被 n 免 置 T 茶 湯 を 可：， 仕と 被 二 仰 出 1 候 事： 

今生 後世 難, 忘存 S -、 たれ やの 御 人 かゆる しものに させら るべき と存出 候へば、 夜晝泪 をう かめ、 御 一 類の # 事 一 

,  一 
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迄、 あだに も 不レ存 候 事、 

一 右 之 御 褒美 之 事 は不レ 及い 申、 安土へ 致 11 伺 公 T 上 樣之懸 n 御 目 1 候へば、 御座所へ 被 一一 召 上 1 候て、 筑 前が 額 をな で 

させられ、 侍 程 之 者 は、 筑 前に あやかり 度 可 レ存と 被 二 仰 出 1 候に 付而、 翁々 はげみ をいた し、 去年に て 御座 候 哉、 

因 州 之 內鳥取 之 城、 雖ぃ爲 ，1 名 城 1 取卷 申、 悉 刎い 首、 是又 因幡 ー國之 事は不 A 申レ 及、 伯 耆之國 中 迄 本意 仕 候 事、 

(中略、 六 ケ條、 秀吉が 光秀の 謀叛に より 信 長の！ iiS に 接する 事、 及び 高 松 城 水攻山 崎合戰 等に 於け る 自己の 戰功 

を述 ぶ)  ， 

一 信 孝 様 之 致 二 御先 懸 T 御 無念 を やめさせられ 候 事 者、 我等 覺悟 にて 候と 存候、 筑前不 ,1 罷上 1 候 共、 終に は 信 孝 様 

明 智め首 を 刎 させら るべき 御 事、 案 之 內とは 可；， 被, 一思 召 1 候へ 共、 筑前 はやく 毛 利 を も 物之數 にせす 馳 上り、 信 

孝 様 天下 之 ほまれ を とらせられ 候 は、 筑前覺 悟に 而、 何様に も 在, 一 御馳走？ か は ゆから せらる べきと 存 候へば、 

其 御感は 無， 1 御座？ 人並に 被， 1 思 召 1 候 事、 迷惑に 存候 事、 

(中略 七 ケ條、 秀吉美 濃 尾 張 を 平定す る こと、 美 濃 を 信 孝に、 尾 張 を 信 雄に、 長 濱を勝 家に、 坂 本 を 長秀に それ 

/^渡す こと を述 ぶ) 

(S? 孝 雄) 

一 御佛事 被, 仰、 御兩 人様へ、 從， 一 御 次 一 被， 1 申 上 1 候 由、 被, 申 候へ 共、 兎角 之 御 返事 もな く、 叉 は 御 宿老 衆 御佛事 

之 御沙汰 も無レ 之に 付而、 天下 之 外聞 如何と 存、 如， 一 御存知？ 小者 一 僕 之 者 被， 一 召 上； 國をも 被, 下院て、 人並 を 

仕 候 事 は、 上 樣之御 芳情 須彌 山よりも おもく 奉存に 付而、 不レ 叶御佛 事いた し 候、 御 跡 を もつ がせられ、 六十 餘 

州 之 御佛事 御座 候 はぐ、 筑前は 御 葬 禮過追 腹 十文字に きり 候ても、 八幡 大 菩薩 恨 無二 御座 1 候、 此由信 孝 様へ 御 


披露 頓 入院、 恐々 謹言、 

これ は 天 正 十 年 十月 八日 付で 秀吉 から、 織 田 信 孝の 老臣 齋藤 玄蕃 允、 岡 本 太 郞左衞 門の 二人に 宛て」、 孝へ の 執 進 

を 請うた 披露 狀 である。 淸 洲會議 以後に 於け る 信 孝と 勝 家、 一 益との 聯合に 對し、 自己の 立場 を 問 明に し、 併せて、 

そつ 戲功を 誇示す ると ころな ど、 表 はし 得て 遣憾 なきもの である。 かくの 如き 長文 達意の 食 S 狀は、 これより 前、 安國 

寺 惠瓊が 毛 利 氏の 老臣 等に 與 へて 居る もの 、外、 管 見の 致す ところ {41 前と いふべ く、 然も これ 程 氣魄と 熱意の ある 

書狀 は從來 未だ 見ぬ と ころで ある。 就中、 「筑 前が 額 をな でさせ られ」 云々 の條 下の 如き、 信 長 秀吉主 從の閒 柄 を い ひ 

表 はして 絡 妙と いへ る。 この 後 この 表現 法 は屢、 、用 ひられ、 黑田長 政の 事蹟 を 書いた ものに も、 關 原の 役の 時、 秀吉 

が 長 政の 手 を 取って、 感謝した とい ふ 記事が 出来て 居る。 

而し てこの 書簡文の 風 は、 秀吉 書狀の 特長であって、 »r 用 ひられ、 翌十 一年 五月 十五 日 小 早川隆 景に與 へて、 柴 

田 勝 家の 诚 亡と、 畿內 東國の 形勢と を 報じて、 毛 利 輝 元 をして、 益、、 舊盟を 修めし めた 時の 書狀 など、 また 古今の 名 

文と いって 差 支 あるまい。 

一城 中に 石 藏を高 築、 天主 を 九重に 上 候之處 へ、 柴田贰 百計に て相拘 候、 城 中狹^ 之條、 惣人數 人 こみ 候へば、 

互 共 道具に 手 負、 死人 依 在 之、 #^<數之中にて兵を撰出、 天主 內へ うち 物 計に て 切入せ 候へば、 修现も 日比武 

篇を仕 付た る 武士に て 候條、 七 度まで 切而出 候と いへ ども、 相 禦事不 叶、 天守 之 九重 目の 上へ 罷上、 惣人數 に 

驟詞、 修理が 腹の 切 様 見 申て、 後 學に仕 候へ と 申 付而、 心 も ある 侍 は淚を こぼし、 鎧の 袖 を ひたし 候に 依て、 

^  東西 ひつ そと 靜 候へば、 修理 妻子 共 其 外 一 類 刺殺、 八十 餘不 身眷者 切腹、 巾下刻に相5^^^事、 
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^ 日本海々 戰を 報じた 「この 日 天 氣 晴朗」 云々 の 一 文 は 報告書で ありながら、 戰 爭文學 史上の 傑作と いはれ て 居る が、 

この 一 文の 如き、 また 單 なる 書 狀の 一 節に 過ぎない けれども、 戰況を 報じて、 眼前に 勞鬆 たらしむ る ものが あり、 戰 

爭文舉 としても また 上乘の もので あらう。 因に この 一 文 を 前に 揭げて 置いた 秀 吉事 記の 勝家自 の 文と 比較して 戴き 

たいと 思 ふ。 この 書狀の 文章と、 秀 吉事 記の 記事との 間に は、 關 係の 深い ものが ある こと は、 ー讀 すれば 誰 人に も氣 

のつ くこと であって、 恐く はこの 書 狀も大 村 由 己の 筆に 成った ものと 想像せられ るので あるが、 秀 吉事 記 の 修飾 を經 

たもの よりも、 この #1 狀の 簡素の 方が、 如何に 我等の 胸 を 打つ かに 想 倒せら れんこと を 望む ので ある。 結局 文章 は 遊 

戲 ではない のであって、 止むべからざる 必要と 慾 求との 下に 生れて こそ、 光彩 を 生. f る ものと いへ よう。 動と もす る 

と學者 の 文章が 文盲 の 文章に 及ばぬ もの ある は、 實 にこの 點 にある のであって、 學 問と 藝 術と は 自ら そ の 世界 を 別 に 

して 居る ので ある。 

なほ 秀吉 の書狀 として は、 (天 正 十八 年) 五月 廿日 附で、 淺野長 政 他 一人に 與へ たもの、 (同年) 八月 十二 日の 同人 

宛 書狀等 名文が 少く なく、 更に 前に も 一 寸 述べた 安 國寺惠 瓊の毛 利 氏の 老臣 等に 與 へた 数次の HI 狀、 小 田 原 陣中から 

榊原康 政が 加藤淸 正に 與 へた 書 狀等、 何れも 書簡文と して、 藝術 的に 取扱っても、 相 當價値 高き ものである。 

十二 

前に 讀み 物に ついて 述べた から、 今度 は謠ひ 物に ついて 一言した いと 思 ふ。 謠ひ 物と いへば、 この 期に 於いて は 1^ 


といっても 猿 樂の謠 曲で ある。 

謠 曲の 製作 は 室町 時代 を 以て 全盛期と する。 卽ち 現存す る謠 曲の 大部分 は、 世阿彌 及び 小 次郞、 彌次、 禪竹 等の 作 

とい ふこと が 出来る。 そして その 文章 は、 古文 學の 美辭 麗句 を 假り來 つて、 それら を 一 つの 小說に まとめ 上げた に 過 

ぎす、 殊に 緣語 を亂 用して 居る 點は、 輕 薄な 感じ を さへ 與へ るので あって、 創作力の 稀薄な 點 甚だ 不 滿に堪 へざる も 

のが ある。 そして その物 語の 内容 をな す 思想 は、 やはり 因果 應 報と 欣求淨 土と にあった のであって、 この 點 について 

も、 甚だ 不滿 を感 する ので ある。  - 

併しながら こ、 に 注意 を 要する こと は、 謠 曲は單 なる 謠ひ 物で はなく、 舞臺藝 術た る 猿 樂の臺 本 詞章で あると いふ 

ことで ある。 されば 謠 曲の 文章 は 舞臺に 於け る 演出 を豫 想し て 製作 せられて 居る とい ふこと、 これ は それの 作者が 猿 

樂の 役者であった とい ふこと から 見て、 頗る 舆味 深き 事實と いはなければ ならない。 されば 謠 曲の 藝術 的な 鑑賞 は、 

舞臺 と共にす るに あら ざれば 殆ど 不可能と いってよ ろしく、 半面より 論 すれば 單 なる 文 搴 として は、 その 慎 値 甚だ 高 

力ら すと いはなければ ならない の を、 如何と もす る ことが 出来ない ので ある C 

近世 初期に 於け る謠 曲の 作品と いへば、 所謂 新作 十番 である。 そして 今日に 殘 つて 居る もの は、 明智 討、 柴^、 北 

條、 吉 野詣、 高 野 参詣の 五番に 過ぎない。 この 新作 十番 は、 秀吉 治世の 間に 於け る 忠孝、 武勇、 幽玄、 奇瑞 等、 その 

傑出の 事 を 以て、 十番 とした ものであって、 かって 何人 か 作って 置いた もの を、 秀吉が 大村由 己に 命じて 改作せ し 

め、 金 春 大夫を 以て 音節 を 付せ しめ、 以て 後代に 傳 へんと した ものである。 秀吉が 演能を 好んだ こと は、 秀吉 自筆の 

消息 や、 江村 專齋の 老人 雜話、 さて は 能之留 帳な どに よって 明で あるが、 彼 自身の 履歷を 能に 仕組ませた ところ、 彼 
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ならではと 思 はしめ る ものが ある。 ともあれ 明智 討を少 しく 左に 紹介す る 。 

いそく 行衞は ひまの 駒く、 雲 Lf かける 心 かな、 是は羽 柴筑前 守秀吉 なり、 偖 も 我 君 征夷 大將軍 信 長 公、 西國追 

罸の 事、 某 仰 を 蒙り、 天 正 十 年の 春より、 備 中表 敵軍 對陣 候處 に、 明 智日 向 守 光秀 逆心 を 構へ、 將軍を 討 奉る 由 

注進 候 間、 いそぎ 光秀が かう ベ を はねう する にて 候、 

「いそく」 以下 は 次第で あり、 r 是は」 以下 は シテ詞 である。 文章 は事實 その ま、 を 記して ゐ るので ある。 ついで サ 

シ にか.^ る。 

比 は 水無月 初つ かた、 多勢の 敵 をした かへ つ、、 旣に打 立 雲水の、 流れて はやき 年の 矢の、 いさむ 心に まかせ 行- 

跡 はるく の備中 や、 備 前表 を かへ りみ て、 五更の 天 も あかしが た. 須 磨の 浦風 立 まよ ふ、 雲より おつる 布引の- 

瀧の 流れ も はるかなる、 声屋 のな だ も 打 過て、 難 波 入. y のみ を はやみ、 芥河 にも 著き にけ り、 

五 七 調 を 繰り返して 居る ので あるが、 そして 文句 は 多少の 美し さは ある けれども. これで は 悲劇の 主人公が 道行の 體 

であって、 天下 分 目の 戰爭に 於け る 勝利者が、 大兵 を率ゐ ての 行軍と は、 如何にも、 取り 難いので あって、 舞 害： を 約 

束して 居る とはい ふ もの &、 前に 揭 げた 信 長 記 や 三 河 物語と は 比較に ならぬ 程の 低劣な 作物と いってよ ろしい。 尤も 

この 低い 調子 は謠曲 全部の 持つ 缺點 では あるが、 卽ち 五番と も 何れも この類であって、 取りた て 、いふべき 程の もの 

はない。 なほこの 五番の 外に、 豐國詣 とい ふ 一番が あるが、 それ も 同様と いへ る。 

なほ 近世 初期に 於いて は謠 物と して は、 幸 若の 流行 も 著しかった けれども、 こつ 期の 作らし い 作 を 私 は 知らないの 

で それ は 略す る。 
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次 は 語り物で ある。 平 曲 は 近世 初期に 於いても 流行 を 見た けれども、 その 詞章 は遙か 前代の ものであって、 決して- 

この 期の 製作で はない。 そして また 平 曲 はこの 期に 於いて は旣に 衰運に 向 ひつ 、あって、 淨 瑠璃が これに 代って、 語 

り 物の 中心に ならん として 居た ので ある。  一 

淨瑶璃 は 平 曲 を 基礎と した 語り物で あつ て 、 淨 瑠璃 姬 物語 を 語る ところから その 名 を 得た の である。 それ は： も 平 一 

曲が 平家物語 を 語る ことから その 名 を 得た のと 同様で ある。 そして 淨 瑠璃の 流行 は窒 町の 中頃から であって • 近世 初 一 

期に 於いて 急速なる 發展を 見、 操りと 結び付いて、 淨 瑠璃 姬 物語の 外に 他の 多數の 作詞 を 見た Q であった。  一 

一 

淨 瑠璃 姬 物語 ャニ段 草紙 は、 從來小 野お 通の 作と いはれ て 居た けれども、 その 然ら ざる こと は、 今日 一般の 識 で.. 一 

あるから、 それに ついては、 今 は 全く 省略に 從 つて 置きたい と 思 ふ。  j 

阿 彌陀胸 割 は、 言 緒 卿 記&び 時慶卿 記の 慶長 十八 年 九月 二十 一 日の 條に 見えて 居り、 慶 長の 末に は 相當行 はれて 居 

たこと 明で あり、 その 製作 年代 も 恐く は、 これより は あまり 澤山は 溯らない であらう と 想像せられ たので ある。 その. 一 

插概 は、 天竺 爲 舍利國 に、 かんし 兵衞 とい ふ 長者が あり、 天壽姬 とい ふ 七 歳の 姉と、 ていれいと いふ 五 歳の 力 の 二人 一 

の 子が あつたが、 善 を 作し 德を 積んで 後生 を 願 ふの 要な しとい ふので、 佛法， を 敬 はや、 惡事 ばかり をして 居た。 依つ 

て釋尊 は、 この 長者 を 地獄へ やって しまった。 そこで 二人の 子 は 袖 乞 ひとな つて 諸方 を 流浪し、 つ ひに 大滿 長者の 夢 一 
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が 城へ 迎 りついた。 然るに この 長者に は 松 若と いふ 一 人の 男子が あつたが、 不思議の 病に か、 つて 癒えぬ。 これ は 松 

若と 同じ 相 生の 女の 生膽を 取って、 延命 酒で 用 ひれば 平癒 するとい ふので、 いろく 搜 した 末、 天壽 がその 相 生に 當 

る こと を 聞， いて、 長者 はこれ を 天壽に 話す と、 天壽は 父母の 菩提の ため なれば 命 は |5 しく はない。 た^ 七 問 四面の 黄 

金の 堂 を 建て、 阿彌陀 如來を あがめた ま はるならば、 求めに 應 じょうと いふ。 そこで 長者 は その 通に したと ころ、 天 

壽 はこの 堂に入って、 如來 を伏拜 み、 念佛 の功德 によって、 父母 諸共 救 はれん こと を 願 ひ、 やがて S£ で、 腹 を 割き 生 

膽を松 若に 與へ ると、 松 若 は 難病 忽ち 平癒す る。 そして 長者が 堂に 行って みると、 天壽 兄弟 は 熟睡して 居て、 阿彌陀 

の 胸から 血汐が 流れて 居た。 そこで 天 壽を迎 へて 松 若に 配し、 弟の ていれい は 出家して 佛に 仕へ ると いふ、 卽 ち阿彌 

陀胸 割の 由来で ある。 この 作 は、 文章の 修練 は經て 居ない が、 十二 段 草子 や、 また 謠曲 などの 様に 街擧 的な ところが 

なく、 平：^ 簡明な 點 頗る 愛すべき ものが ある。 元來 わが 國の 文舉 は、 長い間 擧 問と 藝 術と を 混同して 居り、 舉 者の 作 

物に は、 和漢 古今の 典籍 を 引 川す る ことが 常と なって 居た のであって、 この 點 からい つて、 この 阿 彌陀胸 割 は 如何に 

も 平： 文舉 らしい 作品と いってよ ろしい ので ある。 

阿 彌陀胸 割につ いで 一 言して 置きた いのは 牛 王の 姬 である。 これ は 三壺聞 書に よ ルば慶 長 十九 年に 金澤で 語られた 

ことがあり、 また 南 浦 文集に よれば 一 兀和 三年 薩 摩で 語られた ことが 知られる。 やはり 近世 初期の 作品で あらう と 思 ふ。 

內容は 十二 段 草子から 思 ひ 付いた もので、 牛 若 丸の ことで あるが、 壯活 澄な ところ や、 背 酷な ところな どが、 や は 

りこの 時代の 作らし い 氣分を 漂せ て 居る。 

この 外 少し 時代が 下る と 高 館な ども、 語られて 居たら しいが、 それ は 幸 若に も あり、 小袖 曾 我な どい ふ もの も 行 は 
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れ たらしい が、 これ は 舞の 方から 來て 居る らしい。 これら は 今 省略して 置く。 

十四 

最後に 里謠、 特に かぶき 歌に ついて 一 言して 置きたい と 思 ふ。 

かぶき は 普通に は 出 雲の 巫女お 國が 創始した とい はれて 居る。 ぉ國の 出現に よって、 一時に 隆盛に 赴いた こと は 事 

實 である けれども、 ぉ國の 創始と いふ 點に ついては どうかと 思 はれる ので ある。 ちお 阈 かぶき はお 國 によって 特色 

付けられた。 創， 始 といっても よい 程の ものであった らう けれども、 かぶき 踊 そのもの は、 これより 前 旣に存 亦-して 居 

たとい ふ 方が 安 當の樣 に 思 はれる ので ある。 そしてお 國 について は、 最近 私の 研究に よれば、 出雲大社の 巫女で はな 

く、 傀^ 子な どい ふ 賫淫と 遊 藝とを 職業と する 階級の 出身であって、 天 正 十 年に は 十一 歳で、 旣に奈 良の 舂日 若宮の 

拜 殿で、 歌舞の 舆行 をして 居た のであった。 そして その 踊は當 時、 か k 踊りと 稱 せられて 居た ので ある。 その後お 國 

は 天 正 十六 年 京都で 興行し て 居る ことが 知られる が、 この頃に は旣に 出 雲 の 巫女で あると い ふ 評判が 立 つて ほり、 祌 

歌 及び 小 喷を唱 ひ、 それに 伴った 踊り をして 居た ので ある。 そして 慶 長の 八 年頃から 逮に 有名に なって、 その 踊りと 

歌と は 一世 を 風靡し、 このお 國に まねた、 かぶき 踊りが 澤山 出て 来たので ある。 いや 恐く はお 國と 同様の かぶき 踊り 

が、 恐く はお 國 かぶきと 同時に も、 澤 山あった であらう が、 それら もお 國 かぶきの 名聲 と共に 一時の 流行に 投じた の 

であらう。 

近世 初期の 文藝 
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ぉ國 かぶきと いふの は、 まづ 最初に 「都の はるの 花盛り、 かぶき 踊に 出で うよ」 とい ふヮキ 次第ら しきものが あり 

ついで 「そ もく これ は 出雲國 大社に 仕へ. e. す 社 人に て 候、 それがし むすめに 國と 申す 巫子の 候 を、 かぶき おどりと 

巾 す こと をなら はし、 大下 泰平の 御代 なれば、 都へ まかりの ぼり 候て、 おどらせば やと^ 候」 とい ふ名乘 りが あり、 

次に 「故 や 出 雲の 國を あとに 見て」 と、 お 國が揚 幕から 橋褂 りへ 謠ひ ながら 出て 来る。 そこで 長 門の 國府に 出で、 

廣島、 牛 窓、 大坂 等を經 て、 京都へ 著く までの 道行が あり、 「いそぐ 心の 程 もな く、 都に 早く 著き にけ り」 とい ふので 

舞 辜- の 眞中 に 出る。 そして それ か ら 念佛踊 となる。 

この 念佛 踊と いふの は、 「光明 遍照十 方 世界、 念佛 衆生 攝取不 拾、 南無 阿 彌陀佛 南無 阿彌 陀怫、 南無 阿 彌陀佛 南無 阿 

彌 陀」、 「ra ^放な しゃ、 かきに かけて は 何 かせん、 心に かけよ 彌陀の 名號、 南無 阿 彌陀佛 南無 阿 彌陀」 などと 謠ひ、 鉦 

をた ゝ きながら、 踊る ので ある。 この 念佛 踊と いふの は、 ぉ國 かぶき 中の 一種 目で あるが、 この 踊 はかぶに 限った も 

ので はなく、 他に も 早くから あり、 それに 多少の 改作 を 加へ たもので はない かと 思 ふので ある。 

この 念 佛踊を やって 居る ところへ、 名 古屋山 三の 亡靈が 出て 來て、 お 國と山 三の 亡靈 との 問答が あり、 「いざや かぶ 

かん」 とい ふので、 これから、 所謂 かぶき 踊りに なり、 かぶき 歌を謠 ふので ある。 • かぶき 歌の  一 二の 例 を あげる C 

おの 川瀨の 水車、 誰 を まつやら くるく と、 

沖の 鷗 にものと へば、 われ は 水鳥 波に とへ、  - 

何 をな げく ぞ 川柳、 水の 出 はな を 歎き そろ^- -、 

など、 いふの が ある。 この 三 首 は 何れも 今日に 生きて 時に 謠 はれる 歌詞で あるが、 それが この頃の かぶき 歌であった 
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こと は、 興味深き 事實 とい はなければ ならない。 

しながら、 元來 この かぶき 歌の 様な 小唄 は里謠 であって、 その 作者が 分明 を缺 くの みならす、 製作 年代す らも 判 一 

明し ない ものが 多い ので ある。 こ、 に揭 げた もの、 中に しても、 第一 首は大 永の 奥 l^n の ある 小唄 集 「閑吟 菜」 の 中に • 

宇治の 川瀬の 水車、 何とう き 世 をめ ぐる やら、  - 

と い ふの を 改作した もの 、樣 にも 思 はれる し、 更に 閑吟 集に 見えて 居る、 

本； t 山路に 行 暮れて、 月 を 伏 見の 草枕、  一 

の 一首 は、 ぉ國 かぶきの 草紙に は、  一 

木幡 山路に 行 暮れて、 二人 伏 見の 草枕、 

と 見えて 居る ので ある C 月が 二人に なった まで、 ある" これな ど は 改作と いふよりも、 愤唱 して 居る il に 何時の ii に 

か 月が 二人に なった とい ふべき であ らう。 元 來里謠 と いふ もの は、 當意卽 妙と いふ こ とが 可な り 重要な 意 畴： を 持 つ て 

居る のであって、 —— これ は 里 請に 限った ことで はない が、 —— 環境に よって、 歌詞 を變 化させて 行く ところに^ ひ 一 

が あり、 生命が あるので ある。 例へば 愛慕の 情を訴 へる にして からが、 それに 里謠を 使用す ると すれば、 ：：；^^ もよ き效ー 

菜 を 得る 方法 を 取って、 歌詞の 或る 一部分 を變 化せし むる こと は、 必然の 歸趨 であらう と 思 はれる ので ある C 中 村 福： 

助 氏 所藏の 「かぶきの さう し」 に 見える かぶき 歌の 中に も、 

とても こもらば 淸水 へく、 花の 都 を 見下して、  一 

とい ふのと、  . 

近世 初期の 文藝  _ 
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とても こもらば 豐國 へく、 花の 都 を 見下いて 

とい ふのと 二 首が 牧 めて ある。 これ は 恐く は、 淸 水の 方が 前に 出来て 居た のが、 後豐國 神社 建立の ことがあり、 墨 

祭が 盛に 行 はれ、 そして 豐國 社が 花の 名所と して 喧傳 される とい ふ狀 態に なった ので、 淸水を 豐國に 取り かへ た 1^ け 

の 歌が 謠 はれる とい ふこと になった ので あらう。 この 様な 有様であって、 里謠は 事件 や、 事物 を 取換 へれば 大同.^ 異 

であって、 歌 意 そのものに 時代 的 特長 を 見出す とい ふこと は、 可な り 困難で あり、 表現の 方法 や、 包含 さ- て 居る S 

想に ついても、 時^ 的な 變化は それ 程で ない とい ふこと が 出来る 様に 思 ふので ある。 

かくて この かぶき 歌 は、 舞臺 と共に 見物 も 一緒に 唱 つたので あり、 時に よって は 見物が、 哏 によって 舞 辜 >」リー ド 

し て 居た ので はない かと 思 はれる ので ある。 そして その 歌詞 は 長短 様 々あって、 その 長短に よ つ て 曲節 もまた 相" - 足し 

て 居た こと は 十 分 想像 出来る し、 舞踊に も 多少 の變 化が あった こと、 思 ふので ある。 それ は 尾 張德川 家所藏 のかぶ き 

の 草紙に よって 明で ある。 この かぶきに ついては 後段に 今 一 度 述べたい と 思 ふ。 

さてお 國 かぶきで あるが、 舞 害： でお 國と山 三の 亡靈 とが かぶき 歌を謠 つて 踊って 居る ところへ、 更に また 茶屋のお 

か、 とい ふ もの や、 猿 若な どが 出て 來て、 狂言 風の こと をし、 相當の 痴態 を盡 した. こと、 想像され るので あり、 それ 

が 終って、 今度 は 淨璃瑠 もどき とい ふ 一段に 移る ので ある。 もどき とい ふこと は、 正式なる もの を 滑稽 化して 再びす 

ると いふ ことであって、 ぉ國 かぶきの 淨 瑠璃 もどき の 歌詞 も殘 つて 居る けれども、 今 は 略す る。 そして この 一段が 終 

ると、 お 國と山 三の 亡靈 との 別離の 段に なり、 ぉ國 が^ 離 を 惜しみながら、 再び かぶき 歌 を謠ひ 且つ 踊り、 最後に、 

お 國は出 雲の 神の 權現 であって、 衆生の 悪を拂 はんがた めに、 かぶき 踊 を 始めた とい ふ キリで 結ぶ ので ある。 
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次に 尾 張德川 家の 繪卷 の采女 かぶき を 一寸 紹介して 置く。 これ は、 寬永 頃の 作品と 思 はれる もので、 富士の 踊、 忍 

び 踊、 因幡 踊、 鐘 聞き、 しての 五 種目 五段の 踊から 成って 居り、 各.^ その 踊の 歌詞が ある。 こ X で 一寸 注意して 置き 

たいこと は、 一 體從來 は、 小 原木 踊と か、 念佛 踊と かいふ もの を かぶき 踊の 別名と 解釋 して 居た ので あるが、 それ は 

實は まあ かぶき 踊の 中の 一 種目に 過ぎない のであって、 その 事 はこ の采女 かぶきの 繪卷に 種別 を 立て 、居る ことによ 

つて 推測 出来る こと \ 思 ふ。 

暇 乞に は來れ ども、 甚 盤面で E がしげ ければ、 まづ お待ち あれ、 柴の 編戶も 押せば 鳴る、 あはれ 霞が はら ほろ と、 

降れが な、 その まにあ、 笑止と 立つ 名、 あ 笑. と 立つ 名 や、 忍び 踊り は 面白 やく、 

これ は 忍び 踊りの 一節で あるが、 ぉ國 かぶきの 歌詞と 比較す ると、 長さ も 長いし、 內容 も複雜 である。 從 つて その， 

踊り も、 ぉ國 かぶきより は 聊か 複雜 になって 居た こと \ 想像され る けれども、 繪を 見る と、 簡單 なる 振り を、 數 人が 

同じ 姿 體で現 はして 居る ものであって、 この かぶき もまた、 踊り は複雜 ではなかった 様で ある。 そして また Ki! 踊り 

や、 鐘 聞きに なると 歌詞 は 更に 複雜に 赴き、 踊り も複雜 であった 如く 想像され る けれども、 ^の 方 は それ 程で はな か 

つた かも 知れぬ。 それにしても、 こ、 まで 来る と 見物と 舞臺 との 關係 は、 ぉ國 かぶきの 如く、 密接ではなかった ので 

はない かと 想像せられ るので ある。 併しな がらお 國 かぶきの 方 は 歌詞 は簡單 であるが、 山 三の 亡靈が 出て 來る あたり、 

多少の 脚色が あり、 また 茶屋のお か- -ゃ、 猿 若な ど を 出して、 物眞 似狂霄 をした のであって、 歌唱と 舞踊 だけの、 采 

女 かぶきより は、 この 點 返って 進歩して 居た のであって、 かぶき 劇の 發達 過程から 兑て 注意すべき 事柄で ある。 

なほ 近世 初期に 於いて、 かぶきと 共に 非常の 流行 を 見た 唄 は隆達 節で ある。 隆達 節と いふの は^の 人 隆逹が 創めた 

近^ 初期の 文藝 
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と稱 せられる 小唄であって、 文祿慶 長の 頃に 甚だ 盛んであった。 その 歌詞 は 今に 殘 つて 居る もので も數 百の 多き に 及 

ぶけれ ども、 今 は その 例と して 一 一三 を 並べる に 止める。 

あ ふ 時 は、 秋の 夜 もはや、 明け やすや、 獨り ぬる 夜の、 長の 夏の 夜、 

とても 消 ゆべき、 露の 身 を、 夢の まなり と、 夢の まなり と、 

月 もろともに、 立 出て \、 月 は 山の端に いる、 我 はつ ま戶 に、 

君の こ、 ろか、 か はれ かし、 つれな きこ、 ろ、 

第一 は 五 七 五 七 七、 第二 は 七 五 七 七、 第三 は 第二の 破調 七 五十 七、 第 四 は 七 五 七と いった 有様で、 歌詞の 構成に 相 

遠が あり、 長短が ある。 そして 大體に 於いて、 五 七 五 七 七 調の ものに は、 概して 面白い もの は少 い。 それから 翁が 代 

は 千代に 八千代に とい ふ 現在 國歌 となって 居る 古今 集の 和歌 さへ も、 隆達 節の 歌詞と して、 その 小唄 集に 牧 めら れて 

居る とい ふ 有様であって、 隆逹 節の 歌詞 は、 かぶき 踊の 歌詞と 同様、 マての 製作 年代 を 明に するとい ふこと は、 甚だ 闲 

難と いってよ ろしい。  . 

十五 

近世 初期 は、 守護 地頭の 制度から 大名の 制度へ、 莊園 制度から 知行 制度へ と 推移した 時代で あり、 わが 國の 社會は 

各方 面に 於いて 多大の 革新 をな したので あった。 卽ち この 時に 當 つて、 全 國に撿 地が 行 はれて、 完全なる 土地 臺 帳が 
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作製. られ、 租稅は 各人の 負擔 能力に 應 じて、 比較的 公平に 賦課 せらる、 に 至り、 度量衡 は 統一 に 近づき、 行政 區劃 

の 稱呼は 劃一 せられん とし、 金銀 貨幣の 鑄 造 また 甚だ 盛んであって、 貨幣の 流通 渐次 著しく、 わが 國の 社會 はこ" に 

全く 面目 を 一新し、 新しき 社會 組織、 新しき 階級 固定 を實 現せし むる に 至った のであって、 近代 國家 としての わが 國 

は、 この 時代に 於いて、 その 生成への 準備 を 始めた ともい ひ 得る ので ある。 

されば 文化的 現象に 於いても、 また これと 相關 連し、 各方 面に 於いて、 十 3 きものが すたれ、 新しき ものが 起り、 思 

想界 にあって は、 怫敎に 代って 儒舉の 興隆 を 見、 美術界に 於 い て は 宋元畫 に 代 つて 大和 綺の 復興 を ると い ふ 有様で 

あり、 音樂 舞踊の 方 M にあって は、 能樂謠 曲に 代って 歌舞伎 淨 瑠璃の 興隆 を^ん として 居た ので ある。 而 して 文藝の 

方面に 於いて また こ の圈 外に 立つ こと は 出来なかった ので ある。 

近世 初期の 文藝 は、 一 口にい へば、 所謂 i! 貝 族文學 より 平民 文舉へ の 推移 時代に あった。 貴族 文 * たる 和歌 は 殆ど 兑 

るべき ものな く、 漸く 連歌に 於いて 餘喘 を 持つ とい ふ狀 態に 過ぎな かった ので あり、 然も それら は贵挨 の 手より 離れ 

て、 全く 職業的な 知識階級の 手中に その 主權を 握られて 居た ので ある。 而し てこの 連歌 さへ も、 時勢の 影響 は 免れ 難 

く、 やがて 俳諧へ とその 歩み を 移して 行った ので ある。 而し てこの 傾向た る や、 當時贵 族 の^に ュ U 仃 して W た 諮 曲 は- 

謠 として は 依然と してな ほ 流行して 居た けれども、 文藝 として は 新作の 數^ だ 減少 せる のみなら す、 その 惯他 著し く 

低下し、 これに 代って、 淨瑶璃 の 勃興と なり、 これが 普く ゆ， i 民の 間に 行 はれ、 未だ 高級なる 作品 を 見る こと は 出来な 

かった けれども、 近 松 等の 輩出 を豫 約し て 居た とい ふ狀況 にあった ので ある C 殊に この 期に 於け ろ 平民 藝術 たる 力 ふ 

きの 勃興 は、 近世に 於け る 演劇の 大宗と 成った のであって、 わが 國 現代の 演劇 は、 遠く その 源流 を こ、 に發 して 居る 

近世 初期の 文藝 


近世 初期の 文赛 

8 のであって、 頗る 注目すべき 事實 とい はなければ ならない ので ある C 

併しながら 近世 初期の 文藝 として、 最も 特色 ある もハ は、 歷史 物語と 齊簡 文で ある。 特に 當 時の 戰記物 は、 直 戰 

場に 馳驅 した もの 、手に 成った ものが 甚だ 多く、 また さう いふ ものに 高き 愤値を 認めら る 、ので ある。 こ， は 生死の 

挑に 人生の 眞髓を 把握し 得た 彼等が 生活の 結晶であって、 文字 を 化成 弄して 居る 費 族 や 知識階級の 到底 到達し 得ざる 境 

地に 於いて， 筆 を 運んで 居る ためで、 その 表現の 如き、 從來の 方法に 禍 はされ る 事な く、 新 天地 を 開拓して 居る ので 

あって、 まことに 尊敬に 値する ものが ある。 書簡文 もまた これと 同様で ある。 自己の 存立 を 左右す る 文章が、 熱と 力 

と を 持ち 來る こと は當然 であって、 男女の 情事 以外に 役立 つ こと を 知ら ぬ 書簡文、 日常 時宜 に 止って 居る 書簡文 等と 

は 自ら その 選 を 異にする。 卽 ちその 內容は 人生の 重大 事に 觸れ、 その 表現 は 男性的な 力 强さを 以て、 讀 者に つて 來 

るので あって、 自ら 頭の 下る ハを覺 える ので ある。 

大久保 彥左衞 門 は、 若き 半生 を 毎日 獨樂を ま はすが 如く、 境目 (戰 線) に 働いた 身で、 子孫 を 戒める ために 自敍傳 

を 記して 居り、 太 牛 一 は 八十 g; 歳の 老股を 拭うて、 その 主 信 長の 爲 めに、 その 功業 を 後世に 傳 へんと して、 昆聞を 

綴った ので ある。 今 われら は 武人と して、 これら 人々 がな し 遂げた 功^ を、 その ま、 それら 人々 の 作品に 見る ので あ 

つて、 近世 初期の 社會を 動した 人々 の 手に よって、 近世 初期の 文藝に 光彩 を 添へ 得た こと を、 頗る 愉快に 思 ふので あ 

る  (昭和 九、 六、 十七) 


所 版 
有 攆 


本 製岛寺 


昭和 九 年 七 月 三十日 e  S  S  cajst 

昭和 九 年 八月 三 B 發行 SS 曰. 

第 十一 囘 配本 五 

11 史 W 究食 同人 代表 

 編輯 者 黑板勝 美 

版 攆  東京 市 神 田 S 一  ッ椅通 

f  , 印屦釋 者 岩波 茂 雄 

I 所 有，  東京 市 神 田 K; 美 土 代 町 

印刷所 三 秀 舍 


/ ら u- 

な ^ 


